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3  【第97回都市対抗野球大会】Honda×三菱自動車岡崎の熱戦
4  トヨタ博物館カレー6種（レトルト）
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　18ճ目を迎えた「バイクの日」。ࡢ年に続き、今年も開催時間を20時までԆ
長。前年の約2
400名を大きく上ճる約3
900名ï前年比約160％ðが来場し、こ
れまでҎ上の೤気にแまれた一日となりました。
　今年の展示・ステージ構成の࣠となったのは、「જࡏ的ライダー」「実用೿ラ
イダー」「ٻ道೿ライダー」「リターンライダー」という4タイプのライダー像
です。これからバイクに乗ってみたい人、ීஈから日ৗの଍としてバイクを活用
する人、バイクそのものを現役で楽しんでいる人、աڈにバイクに乗っていて今
は乗っていないがバイク愛が࠶び目覚めた人。会場の展示エリアはこの4つのࢹ
఺を࣠に構成され、トークステージもそれͧれの૚に向けた෯広いテーマで行わ

れました。
　会場にはླࣛ8時間଱ٱロードレース
のࢀ戦マシンや新基४ݪ付、ࢹܯிの白
バイ展示・ލり体験コーナーのほか、ϔ
ルメット�プロテクターのࢼ着体験や、
඿দ市・東京都ݝ小ࣛ野町・੩Ԭݝۄ࡛
などによる自࣏体PRブースも設けられ
ました。イベント当日は開場前から来場
者のྻが৳び、注目度の高さがうかがえ
ました。
　時間ଳによって、会場の空気も表情を
変えていきました。開場௚後はバイクで
駆けつけたライダーの࢟が目立ち、時間

が進ΉにつれてフΝϛリー૚や٬ޫ؍で೐わいを見せました。
　さらに༦方Ҏ߱になると仕事ؼりのビジネスパーソンの࢟が増えていきまし
た。ळ༿ݪという౔地ฑも૬まって、来場者૚の移り変わりそのものが今年の
「バイクの日」を象徴するޫܠとなりました。

�タイプのライμー૾にԊったలࣔエリア

　会場の展示エリアは、ステージ同༷に4タイプのライダー像にԊって構成されてい
ました。
　「はじめの一歩におすすめのモデル展示」エリアには、これからバイクに乗って
みたい人や運転に不安がある人にもקめやすいエントリーモデルとして、Ϡマϋ

「9SR155」やEクラッチ搭載のホンダ「RFCFM 250 E-CMVUDI」、スズキ「ジクサー
SF250」などがฒびました。
　「新しい道が開くʂモデル展示」エリアには、通ۈ・通学からि຤ツーリングまで対
応するモデルとして、カワサキ「,-9230 S)ERPA」などオフロードテイストの車両
が展示されました。
　「リターンでも安心ʂΏったり乗れるモデル展示」エリアには、スズキ「(S9-8TT」
やホンダ「CBR400R F0UR E-CMVUDI」など、ٱしぶりにバイクへ໭るリターンライ
ダーが、࠶び走る楽しさを感じられるモデルがฒびました。
　一方、「三度の൧よりバイクが޷きʂバイク޷きの心をくすぐるバイク展示」エリア
には、スズキ「(S9-R1000R」やホンダ「CB1000F」など、バイクそのものを深く楽
しんでいるٻ道೿ライダー向けの車छが展示されました。

　2026೥�݄1�೔ï水ð、౦ژɾळ༿ݪのUD92'「アΩバɾスΫエア」にͯh �݄1�೔はバイΫの೔ )AV& A B*,& 
DA: がɦ開催͞れました。ࠓ೥は「જࡏతライμー」「࣮༻೿ライμー」「ٻಓ೿ライμー」「リターンライμー」ͱ͍͏4タ
イプのライμー૾を࣠にした展示ɾステージߏ੒がಛ௃で、Ո଒࿈れかΒ࢓事ؼΓの社会ਓまで෯͍޿૚がདྷ場しました。
དྷ場ऀ਺は໿3
�00໊にୡし、લ೥ൺ໿160ˋを記࿥。会場は最ޙまでଟ͘のདྷ場ऀの೤ؾにแまれ͍ͯました。
　ླࣛ�時ؒ଱ٱϩードレースࢀઓϚシンや新基४ݪ෇Ϟσルの展示にՃ͑、ࢹܯிのനバイ展示ɾލΓମݧ、னかΒ໷ま
で展開͞れたトーΫステージなど、ଟ࠼なプϩグラムで೐Θͬた「バイΫの೔」の໛༷を͓ಧけします。

དྷ৔ऀ਺6ׂ૿Ͱେ੝Γ্͕Γɻࠓ೥ͷݟͲ͜Ζ

4タイプのライダー像で見えた、4タイプのライダー像で見えた、
バイクの“今”バイクの“今”

「バイクの日2026」開催レポート

͜の記事は自工会ೋྠ車ҕһ会にΑるオ΢ンドメσィア「.050*/'0」のసࡌです。IUUQT���NPUPJOGP�KBNB�PS�KQ�

タイプ カϫαΩ スズΩ ϗンμ ヤマϋ

જࡏ的ライダー W230 ジクサーSF250
レブル250
E-CMVUDI

9SR155

実用೿ライダー
,-9230
S)ERPA

アドレス125 CUV F� AER09

道೿ライダーٻ /JOKB ;9-10R (S9-R1000R CB1000F :;F-R7

リターンライダー
;900RS BMBDL 
BBMM EEJUJPO

(S9-8TT
CBR400R 
F0UR E-CMVUDI

9SR900 (P

˙ 4タイプ別の展示車छ
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ླࣛ�࣌ؒ଱ٱロードϨースࢀ戦マγン

　会場入口のひときわ目を引く場所には、2026年7月のླࣛ8時間଱ٱロード
レースにࢀ戦した国内4メーカーのレースマシンが展示されました。
˔ /JOKB ;9-10Rï,BXBTBLJ PMB[B RBDJOH TFBNð
˔ (S9-R1000RïチームスズキC/チャレンジð
˔ CBR1000RR-R FIREB-ADE SPï)POEB )RCð
˔ :;F-R1ï:A.A)A FACT0R: RACI/( TEA.ð
　աࠅなレースを戦い抜いたモデルを間近で見られるとあって、多くのバイク
フΝンが଍をࢭめていました。

৽ج४ݪ෇コーφー

　隣 接する新基 ४ 付ݪ
コー ナ ー に は 、ホ ン ダ
「スーパーカブ110 -JUF」
とϠマϋ「+0( 0/E」が
展示され、新基४ݪ付と
いう選୒ࢶを、来場者は
実際にまたがりながら確
かめていました。

体験コーφーと自࣏体13ϒース

り体験では、2025年य़に導入された「/T1100P」や、電動白バイ「W/7」も൸࿐ލ・ி協力による白バイ展示ࢹܯ　
され、ීஈは近くで見られない白バイの実車に、来場者はࣸਅや動画を撮りながら見入っていました。
　ϔルメット�プロテクターのࢼ着体験コーナーでは、大手メーカーのϔルメットやエアバッグベストを実際に着用し、
࣭感を確かめる来場者の࢟も見られました。
　このほか、日本ೋ輪車ී及安全協会による「ジャパンライダーズ」PRブース、都内オートバイற車場マップやEVバイ
クී及の取り組みを紹介する東京都PRブース、そしてホンダ・Ϡマϋ・スズキの3メーカーが創業した「バイクのふるさ
と」をܝげる੩Ԭݝ඿দ市、ライダーを׻迎する町づくりに取り組Ή࡛ݝۄ小ࣛ野町といった、自࣏体PRブースもݢを
࿈ねました。
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τʔΫγϣʔɾεςʔジ

நબձ

　ステージの合間には、߽՚ܠ品が当たるந選会が2ճに
わたって開催されました。進行はジャパンライダーズ・ア
ンバサダーの平ౢՆւさんとϢージさんが୲当し、当選者
にはカワサキ・スズキ・ホンダ・Ϡマϋの国内4メーカー
が提供した、ࢗしΎう入りTシャツやタオル、トートバッ
グ、マグカップなどのオリジナルグッズが౉され、੝り上
がりを見せました。
　最後にొஃ者と来場者による記念撮影が行われ、ステー
ジプログラムは終ྃ。「バイクの日2026」は幕をดじま
した。

トライアルσモ＆Φープニングï�����ʙð

　14時30分、電動トライアルバイクによる
デモンストレーションでステージプログラム
が幕を開けました。全日本トライアル選手
権国際AڃスーパークラスïIASðトップライ
ダー・ࢯ઒੓࠸選手が܁り出す高度なバラン
ステクχックに、会場からは大きな׻声が上
がりました。
　続くオープχングステージでは、主催者を代
表して一般社ஂ๏人 日本自動車工業会 ෭会長 
݉ ೋ輪車ҕ員会ҕ員長の設楽 元จがѫࡰを行
いました。今Ն発生した۽本地਒やઍ༿の߽
Ӎࡂ害の٘ਜ਼者へのѩౣと、ඃࡂ者へのお見෣いをड़べたのち、業界の最新トピックとして2025年4月から࢝まった新基४ݪ
付制度に৮れ、「ै来の50DDと比べてトルクもあり走りやすい」「新たな選୒ࢶが増えた」といった૝定Ҏ上の൓ڹを得てい
ることを紹介しました。さらに、小型ೋ輪・軽ೋ輪を対象としたバイクのر๬ナンバー制度について、10月19日からਃ込受付
が࢝まることにも言及しました。
　続いて内ֳ෎やࢹܯி交通部などの来ෂが紹介され、ࢹܯி 交通部 交通総務՝長が都内のೋ輪車事故の特徴として、通ۈ
時間ଳや右ં車と௚進車の事故（Ҏ下、右௚事故）の多さを説明し、安全運転の徹底をݺびかけました。

　さらに、会場には自工会 会長 ࣏߃ ౻ࠤの࢟もあり、来場
者の૚や催しの一つひとつに強い関心を寄せながら、スタッ
フや来場者の声に೤心にࣖを܏ける༷子が見られました。
　ステージは、ࢹܯிのマスコット「ピーポくん」もొ場す
るクイーンスターズの交通安全ܒ発コーナーへ。クイズܗ式
で右௚事故のࢹࡨや中心ࢹ野の話が紹介され、最後は来場者
全員で「目指そう、グッドライダー」のֻけ声でకめくくら
れました。あわせて上映された東京都・小஑ඦ合子知事のビ
デオメッセージでは、都内ற車場の拡充やEVバイクߪ入ิ
ॿといった行੓の支援策が紹介されました。

　トークステージは日中から໷にかけてほ΅్੾れること
なく行われ、会場を੝り上げました。1本目には、2026
年のダカール・ラリーを完走した౻ݪ ৻໵選手と、オフ
ロードバイク専໳メディア0GG1�KQฤ集長のҴ֞ 正ྙࢯが
ొஃ。ダカール・ラリーを戦い抜くためにඞ要なスキルや
大会中に起きたཪ話、さらには౻ݪ選手が手がけるトライ
アルの大会「CJUZ TSJBM +BQBOïシティトライアルジャパ
ンð」の見どころも語られ、来場者は೤心にࣖを܏けていま
した。

 ஍ٿを༡ͼਚくせ！トップライμーと
0⒎��KQฤू௕がޠるΦϑロードߴ࠷ๆのੈք

όイク༗ࣝऀがޠる！
ライμーをकる࠷৽ٕज़のશて

 いつもの֗がɺもっとًくɻ日ৗをアップσート͢る
『όイク×ライϑスタイル』৽ఏҊ

͋のࠒと͸ҧう！ྩ࿨の『カッコいい』を作る
ライσΟングマφーɾアップσート

トークスςージ �

トークスςージ �

トークスςージ 2

トークスςージ �

　2本目のトークステージには、元(Pライダーでアパレルブラ
ンド「56 EFTJHO」を手がける中野 ਅ矢ࢯ、ジャパンライダー
ズ・アンバサダーの平ౢ Նւさん、タレントの໦ଜ ѥඒさん、
そして小઒ ࢯۈがొஃ。コーナリングABSやトラクションコン
トロール、アダプティブクルーズコントロールïACCðといった
電子制ޚ技術について語り合いました。ステージ後൒には、
RSタイチの公道専用エアバッグベスト「T-SABE」も紹介され
ました。衝突や転౗を検知してから約0�049ඵでエアバッグの
展開が完ྃするレスポンスのૣさも൸࿐され、ήストと来場者
が安全装備の進化を体感しました。

　3本目のトークステージは、タレントの伊౻ 愛ਅさん、モー
タースポーツインフルエンサーの໦ଜ ѥඒさん、そして中野 
ਅ矢ࢯがొ࠶ஃし、ങい物やツーリングなど日ৗにバイクを
取り入れる楽しみ方を語りました。ステージで紹介された車両
は、会場に実際に展示され、来場者が௚接見て・またがれる仕
ֻけとなっていました。

　最後のトークステージには、1980年式;1000 .L�IIを愛
車に持つタレントのϢージさん、平ౢ Նւさん、そしてモー
タージャーナリストのദ लथࢯがొஃ。ドライブレコーダーී
及時代のあおり運転・あおられ運転への向き合い方、道の駅で
の૽Ի・ற車マナー、そして「うまいライダー」ではなく「ಌれ
られるライダー」であることの大੾さなど、ྩ ࿨の時代に合わ

せたライディングマナーが約40分にわたって語り合われまし
た。ദࢯの「ジェントルな運転は、道のਅん中を安定して走る
ことから生まれる」という言༿に、大きくうなずく来場者の࢟も
見られました。

　今年の「バイクの日」を振りฦると、電動白バイ
「W/7」や新基४ݪ付紹介コーナーの新設など、業
界の最新動向を映すアップデートがਵ所に見られまし
た。来場者数も前年を大きく上ճり、会場の೤気から
もバイクへの関心の高さがうかがえました。
　新基४ݪ付やر๬ナンバー制度、電動化の進展、そ
して時代に合わせて変化するライディングマナー。そ
うした2026年のバイクを取り巻く新たな動きを、「જ
「道೿ライダーٻ」的ライダー」「実用೿ライダー」ࡏ

「リターンライダー」という4つのࢹ఺から෯広い૚
へ届けた今ճの「バイクの日」。バイクにすでに乗って
いる人はもちろん、これから乗る人、もう一度乗りたい
人まで、それͧれの立場からバイクとの新しい接఺を
見つけられる一日となりました。
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供څ໢・交通・物流を一体でଊえ、平時のޮ཰と༗事のレジリ
エンスを両立する「ࢭめない社会システム」をテーマとして
います。重要ݯࢿ・部品の安全保障、自動運転、ڞ同物流プ
ラットフΥームに関࿈する取り組みが集݁します。

サーキュラーエコノϛーの仕組みづくりと人ࡐ基൫の強化
をテーマとしています。電஑・ૉࡐのݯࢿ॥؀、AI・ロボティ
クスを活用した人ࡐ基൫強化に関࿈する取り組みが集݁し
ます。

マルチパスウェイの社会実装とサプライチェーン全体での
競૪力向上をテーマとしています。走行中ແ線څ電・水ૉ大
動຺構૝・カーボンχュートラル燃ྉ・ڞ同物流標४プラット
フΥームに関࿈する取り組みが集݁します。

マルチパスウェイの社会実装と自動運転を前提とした交通
システム確立をテーマとしています。インフラ協ௐ型自動運
転のڞ通「型」の構ங、地域交通・物流・エネルギーの౷合に
関࿈する取り組みが集݁します。

ŀৌȤȅǟɅɇɔɮでĐّǧȦ̘ࢌÎŁ� ŀɔȽɜɻɆĪȃȃȝȆĐࢥǧȝǾȃࢥȤǲǪÎŁ

ŀҒԷȝָۓȝĐȃȝȆȣȥรǟ೟ȓÎŁ� ŀࢥȝɰɜȝɕĪɍȝĐǴȔȁǧɅĪɮɺɇȆÎŁ

ZONE1 ZONE3

ZONE2 ZONE4

　開催初日の10月13日には、自工会のࠤ౻会長と+EITAの新野会長がొஃし、「日本のະ来社会に向けて」をテーマに対ஊ。モビ
リティとデジタルテクノロジーの進化がもたらすະ来社会の࢟や、日本の産業競૪力の強化に向けた展๬について語る༧定です。
　+BQBO .PCJMJUZ SIPX BJ[XFFLには、8月27日時఺でւ֎14社を含Ή215社が出展。出展企業の約60％が初出展とな
り、AI（人工知能）やӉ஦関࿈など෯広い分野に加えて、ڞ創のϋブなるコンソーシアムも新たに出展します。
　自工会会員企業による合同展示も実施。自工会「新7つの՝୊」にඥづくモビリティ産業がղܾを目指してい
る՝୊について、طに行っている取組みやこれから行っていく取組みなどを展示するほか、目指しているະ来社
会について来場者にわかりやすく展示します。

　自工会は10月13ʙ16日、ઍ༿ݝの幕張メッセで「+BQBO .PCJMJUZ SIPX BJ[XFFL 2026」（+.S BJ[）を開催します。2
ճ目の開催である今ճも、電子情ใ技術産業協会（+EITA）が主催する「CEATEC」とซ催になります。
　+.S BJ[ は、2024年からִ年で開催しているモビリティ関࿈企業と次世代を୲うスタートアップや༷々な産業の事業会社が集まり、新
たなՁ஋やアイデアを生み出すڞ創を目的としたイベントです。2026年は7つの「.0VE」をڞ創テーマに、ै 来Ҏ上にモビリティの活用
ྖ域を広げ、「人」や「モノ」の移動だけにとどまらない、社会を動かす༷々な挑戦や取り組みを生み出し、社会実装への可能性を高めます。
　会場全体を4つの;0/Eに分け、産業を超えた企業、スタートアップ、研究機関などが混ࡏするܗでブース出展し、ڞ創機会の
創出を図ります。

　自工会は10月13ʙ16日、ઍ༿ݝの幕張メッセで「+BQBO .PCJMJUZ SIPX BJ[XFFL 2026」（+.S BJ[）を開催します。2

10月13～16日､幕張メッセで
　自工会は10月13ʙ16日、ઍ༿ݝの幕張メッセで「+BQBO .PCJMJUZ SIPX BJ[XFFL 2026」（+.S BJ[）を開催します。2　自工会は10月13ʙ16日、ઍ༿ݝの幕張メッセで「+BQBO .PCJMJUZ SIPX BJ[XFFL 2026」（+.S BJ[）を開催します。2

幕張メッセ幕張メッセ幕張メッセででで
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˛͍すʎプラβでൢച͞れ͍ͯるレトルトカレー

「L͍すʎのトラッΫ」のύッέージ
　いすʎ自動車のレトルトカレーの঎品化は2023年、グループ企業のUDトラックスが
ジャパンモビリティショーで販売したカレーが来場者に޷ධだったことがきっかけで検
討が࢝まりました。2025年の同ショーでの発売を目標に、約2年間かけて঎品化計画
を練り、開発に取り組みました。
　当初は、シチューやڇက、スープなどカレーҎ֎の৯品もީิに挙がりましたが、最
終的に˜自社のڌ఺が多いਆಸ઒ݝにちなんだ঎品であること˜パッέージでも「いすʎらしさ」を表現できることなどをצ案し、レトルトカ
レーにܾまりました。「ਆಸ઒ݝらしさ」と「トラックの世界؍」の༥合、イベントや「いすʎプラβ」で٬ސとの新たな接఺になる঎品を目指
し、୲当グループを作って開発。目標だったジャパンモビリティショー2025では、1ശに2個のレトルトカレーが入ったパッέージ約700セッ
トを販売しました。

ʠLՙ୆ʡかΒग़ͯ る͘カレー
　パッέージにはサプライズがあります。トラック模型風のശですが、そのՙ୆部分が引き出しになっていて、中にカレーが2つ入っているので
す。ശはৎ෉なࢴでできていて、カレーもしっかりݻ定されて動きません。৯べ終わった後も小物入れとして使えます。さすが、঎用車づくりで
࿚（けんろう）性を大੾にしてきたいすʎ自動車の「使う人のことを考え抜く࢟ݎ 勢」を感じます。
　まさに、いすʎ自動車の経営理念体系「ISU;U ID」でܝげる「安心ʷ࢐新」がコンセプトのカレー2छ。1つは「安心」のຯといえるԦ道のԤ
風カレー。もう1つは「࢐新」の表現としてਆಸ઒ݝらしさをҙ識した家系カレー。໙と合わせても楽しめるようなೱ厚なຯわいのカレーです。
いずれも঎品名に「ԣ඿」がついていて、「ԣᖛϋイカラビーフカレー」と「ԣ඿家系カレー」と名付けられています。
　開発時にこだわった「いすʎらしさ」を追ٻするあまり、2छをパッέージにऩめたセット売りで生産コストが上がってしまい、販売Ձ֨のௐ੔
にۤ戦したといいます。しかし今では、「௝しくて面白い」、「ശがかわいい」などの声が届き、取引先向けのお౔産としても活用されています。

　いすʎ自動車のトラック型パッέージ入りカレー̎ 個セットは、ਆಸ઒ݝ౻୔市の͍すʎプラβのグッズ販売コーナーでߪ
入できます。Ձ֨は1
800ԁ（੫込み）。

カレーで஌Δɺ
ࣗಈंϝーカーのੑݸ①

⁞ いすゞ自動車、スズキ、UDトラックス

஌Δɺ

　自動車メーカーのオリジφルカレーを͝ଘ͡でしΐ͏か。೔ຊのメーカーでは5社がレトルトカレーをൢചし͍ͯます。「カレーで஌
る、自動車メーカーのੑݸ」シリーズは2回にΘたΓ、঎品化͞れたഎܠやίンセプトの紹介、஋ஈやߪ入ํ๏などを紹介します。第1回
は、い͢ʎ自ಈं、スズΩ、6%トラックスのカレーです。

2種のカレーを試食͍͢ʎ自動車

͍͢ʎプラβで販売中

●ԣᖛϋイカラビーフカレー

●ԣ඿Ոܥカレー

まずはԤ風カレーから。“Ԧ道”らしく෱ਆ௮けとラッキョウをఴえまし
た。野ࡊが溶け込んだೱ厚なルーにڇ೑とマッシュルーム。จ明開
化前のԣ඿ߓに到来したカレーを思わせるデϛソース風のレトロな
いカレーです。白ถとの૬性は抜群で、࿝ฮの༸৯屋さんで৯べࠇ
ている気分をຯわうことができました。

家系カレーのパッέージには「ܲガラスープを混ͥて中՚໙と合
わせる」という৯べ方が紹介されています。これをώントに࿨風だ
しを加えてうどんをつけて৯べてみました。ಲࠎে༉スープのԣ
඿家系ラーメンを思わせるつけोがよくからみ、ೱ厚なカレーうど
んになりました。
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「L地域ݙߩ」の͍ࢥが٧まͬ たカレー
໦を積んだջかしいフロントマスクのトラックがඳかれた、レトロで力ࡐ　
強い印象のパッέージ。「UDトラックスのビーフカレー」は異৭の存ࡏ感を
์っています。
　2010年、グローバルブランドである「UD」をףした現ࡏの社名「UDトラッ
クス」が誕生しました。これを機に、1962年から続く࡛ݝۄの上ඌ工場の地域貢献のため地元企業
と࿈ܞしたオリジナル঎品の考案が࢝まりました。カレーもその1つで、工場からほど近くのスパイス
専業メーカー「Ҫ上スパイス工業」とのコラボレーションによるものです。
　カレーのほかに、まんじΎうやせんべい、ドリップコーώーも作りました。いずれもඇ売品で、イベン
トでの配෍や販売、営業社員の手౔産などに活用しています。同市などが主催する市民マラソン「上
ඌシティϋーフマラソン大会」ではࢀ加者にドリップコーώーを配෍しました。ビーフカレーは、2023
年のジャパンモビリティショーの自社ブースで販売（੫込1080ԁ）し、大޷ධでした。
ᴸ1�छྨのスύイスをミッΫス
　カレーの中身は、Ҫ上スパイス工業が販売している「スパイスカレー　ビーフ」です。カレーによく
使われるスパイス、グリーンカルダモンの3ʙ4ഒの大きさのビッグカルダモンなど17छྨのスパイ
スを合わせています。パンチのある߳りが立って風ຯ๛かなຯわいを引き出し、パッέージには「ス
パイス専業メーカーが૗でる17छྨのスパイスの交ڹ楽」と“スパイス自ຫ”とも言えるキャッチコ
ピーがॻかれています。
「Lミンセイ 65W12」

　パッέージにඳかれているトラックは、同社の前身である「民生
デイゼル工業」が1960年に発売した名車「ϛンセイ 6TW12」。
高૚ビルやダムなどの建設現場で活躍しました。戦後の長距離
物流に役立ち、日本の高度経ࡁ成長を支えた功੷がධՁされ、
2025年度に「日本自動車఼堂 歴史遺産車」に選定されました。

6%トϥοΫεεζΩ
ᴸൃ୺はスズΩの社һ৯ಊ
　スズキは世界最大のベジタリアン国家と言われるインドで大きなビジネスを展開しているメーカーです。インド出身
のै業員も多くಇいており、֤ に対応。2010年ごろにベジタリڥ఺の社員৯堂では40年Ҏ上にわたりै業員の৯؀ڌ
アンྉ理、2024年にはೕ製品・動物性ࡐྉを使用しない本֨的インドベジタリアンྉ理の提供を࢝めました。

社員৯堂で提供するために開発したベジタリアンྉ理がおいしくできたので、「企業ϛュージアム『スズキ歴史ؗ』のお౔産と
して日本中に届けられないか」となり、レトルトカレーの開発に挑Ήことになりました。同じ੩Ԭݝ඿দ市で150年Ҏ上にわたり৯を
起఺にさまざまな事業を展開している࿝ฮ企業「ௗળ」にレトルト化を打਍し、レシピ開発を依頼しました。

ௗળはインドྉ理店ではありませんが、৯品製造事業ではグローバル基४のベジϛールキットも開発しています。しかし、レトルト
カレーの開発にはۤ࿑もありました。レトルト৯品は高Թで加೤ॲ理をするඞ要があるので、スパイスのຯが飛んでしまう、具ࡐが
溶けてしまうなどの՝୊があり、ղܾに時間がかかりました。研究を重ねた݁果、౾や野ࡊで奥深いຯわいのあるルーに大きな具
。現し、2025年6月に発売となりました࠶が入った「スズキ৯堂」のレトルトカレーが完成。社員৯堂で提供している献立をࡐ
現時఺でຯは5छྨあります。
⁞青༿ムングダール（ਏさ1）́ 緑౾のൽをΉいたԫムング౾と小দࡊを合わせた北インドのࣽ込みྉ理。
 トマトレンズダール（ਏさ2）́ ӫ養๛富なレンズ౾をトマトと合わせた北インドのࣽ込みྉ理。2छのパッέージあり。
⁠�大根サンバル（ਏさ3）́ 大根、χンジン、トΡール౾を使ったೆインドのࣽ込みྉ理で、タマリンドのࢎຯが特徴。
⁡஡ひよこ౾マサラ（ਏさ4）́タンパク࣭๛富なൽ付きの஡ひよこ౾をじっくりᖱめたۄね͗と合わせた北インドのࣽ込みྉ理。
⁢ೆӝサンバル（ਏさ2）́トΡール౾とカボチャをベースにしたೆインドのࣽ込みྉ理。最新作。

ᴸύッέージσβインは自動車ͱಉ͡工ఔʁ
　パッέージにも手間がかかっています。制作のա程が本業の製
品デβインと同じで、四輪デβインを୲当しているデβイナーがデ
βインし、社内でプレゼンして選ばれたものをブラッシュアップして
いくというプロセスでした。パッέージカラーもຯのイメージから選
定しています。
　スズキ歴史ؗには⁞ʙ⁡をまとめたパッέージが販売されてい
ます。ശのԣ部分のֆがつながっていて、ଋねているଳにはླ໦ढ़
。ֆがඳかれていますإࣅ社長と先代社長の故ླ໦修૬ஊ役の޺
　中ຯもパッέージもスズキのもの作りਫ਼ਆが注͗込まれたレト
ルトカレーと感じます。そこには、関係が深いインドについて「৯
จ化を通じて日本人に理ղしてほしい」という思いが詰まってい
ます。レトルトカレーというより「レトルトインドྉ理」なのかもしれ
ません。

2種のカレーを試食

1種のカレーを試食

●τϚτレンζμーϧ

●ビーフカレー

●ೆӝαンόϧ

1つ目は「トマトレンズダール」。
中東発঵でひよこ౾をペースト
ঢ়にしたフランス定番のおつまみ

「フムス」の৯感にࣅた、優しい
口当たりでした。レンズ౾とトマト
がベースでχンχクの߳りがす
るので、৯ཉをそそります。万ئ
౜ਏ子とトマトをমいてਅん中ࣉ
にఴえました。

̎つ目は「ೆӝサンバル」で、スズ
キ৯堂で一番新しい঎品です。ೆ
ӝ（カボチャ）とχンジンがゴロゴ
ロ入っていて、インドのキマメがコ
クを出すいい仕事をしています。
程よいਏさにカボチャの؁ຯが混
ざり合い、深いຯわいの一品でし
た。カボチャと૬性がいいレーズン
を白ถに乗せました。

　スズキ৯堂のレトルトカレーは、インターネット௨ൢサイ
ト「S�.A--」と੩Ԭݝ඿দ市のスズキ歴史ؗ1階にある
「S�.A--スズΩ歴史館シϣップ」でߪ入できます。Ձ֨は1個
918ԁ（੫込み）。ジャパンモビリティショーやオートサロン、モーター
サイクルショーなどの出展ブースでも販売しています。

スζΩྺ࢙ؗͳͲで販売中

スパイス専業メーカーが作ったことを打ち出して
いるだけあって、ルーを口にするとスパイスの立
体感のようなうまຯを感じます。もちろん、17छྨ
のスパイスを1つずつ感じることはできませんが、
੺ワインも使って奥深い風ຯを大੾にした「スパイ
シーなのにマイルド」という感覚にຬたされます。
إ೑のմがルーからڇに੝り付けると、大きなࡼ
を出します。すくうとカレースプーンほどの大きさ
で、柔らかくてホロホロしています。ڇ೑を し่て
白ถ、ルーと一ॹにほおばることができました。

UDトラッΫスのビーϑカレー⾣

˛スズΩ৯ಊのレトルトカレー
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ト̨Ϥタ博物館カレー6छ

ᴸレストランの؃൘メχュー
　愛知ݝ長ٱ手市にあるトϤタ自動車のミュージアム「トϤタ博物館」。クルマؗの1階にあるϛュージアムレスト
ラン「"V*E8」のメχューにカレーが3छあります。ビーフカレーਏ口、同؁口、チキンカレー。1989年当時のจ
化施設の৯堂は軽৯が一般的だった時代に、一線を画した「ϛュージアムレストラン構૝」が生まれ、「Ώったりく
つろげる空間で本֨的な༸৯を提供したい」と自然ޫを大きく取りこΉテラス風のレストランを設計。一流ホテル
からシェフをটき一੾ଥ協しないメχューづくりがスタートしました。その؃板メχューとして誕生したのが「トϤタ
ത物ؗカレー（ビーフカレー）」です。
　レストランで提供されるカレーはご൧が自動車のܗに型抜きされていて、その周りにカレーが੝り付けられています。
ᴸධ൑のカレーを͓౔࢈に「レトルトカレー΁の௅ઓ」

当時会長であった๛田ӳೋࢯが来ؗの際に޷んでঌし上がることがӟとなり、「ධ判のത物ؗカレーをお౔産
にできないか」と঎品化が持ち上がりました。
　しかし開発は؆単ではありませんでした。一般的なレトルト製๏では、レストランのຯを࠶現するのは至೉の業
でした。レトルト工場でࢼ行ޡࡨの຤、「༸৯の基本」「ݫ選ૉࡐ」「手間を੯しまず」、かたす͗ずやわらかす͗な
い೑の存ࡏ感と深いコクのあるレストランに近いຯのカレーが完成し、1995年に঎品化。その後、छྨも増やし
ていきました。
　現ࡏ販売されているカレーは6छྨで、パッέージに「トϤタらしさ」があふれていて、往年の名車が印࡮されて
います。
⁞ビーフカレーਏ口 ト́Ϥタ AA型乗用車（1936年）
 ビーフカレー؁口 ト́Ϥペットクラウン RS--型（1958年）
⁠チキンカレー ト́Ϥタ 2000(T .F10型（1968年）

　トϤタത物ؗカレーは、トϤタത物ؗ、トϤタ会 （ؗ๛
田市）、トϤタ産業技術記念 （ؗ名古屋市）およびトϤタ
博物館のオンラインシϣップでߪ入できます。
⁃֤カレー1個　540ԁ（消අ੫込み）
⁃ ଃ౴用のグルメセット3個（ビーフਏ口、ポーク、チキ

ン）　1
706ԁ（同）
⁃ 同̒個（全6छ）　3
369ԁ（同）年間約30万৯Ҏ上

販売しています。

カレーで஌Δɺ
ࣗಈंϝーカーのੑݸ①

  トヨタ、ホンダ

஌Δɺ

　自動車メーカーのオリジφルカレーを紹介する「カレーで஌る、自動車メーカーのੑݸ」シリーズ。
第2回は、トϤタ自ಈंͱຊాٕݚ工ۀです。

トヨタ自動車

関連施設の
ショップと
オンラインで販売中

⁡ ポークカレー ト́Ϥタ パブリカ UP10型（1961年）
⁢ 野ࡊカレー ト́Ϥタプリウス（1997年）
⁣ バターチキンカレー ト́Ϥタ セリカTA22型（1970年）

2種のカレーを試食
●ビーフカレー辛口 ●野菜カレー

まず、レストラン開店当初から提供
されているԦ道のビーフカレーਏ
口。レトルト঎品化のきっかけとなっ
たカレーだけあって、安定感抜群の
ຯわいです。ਏ口といっても、コク
のあるうまຯが前面に出ていて「ਏ
いʙ」という印象ではありません。
ルウの滑らかさがちょっとջかしく、
レトロなカレーࡼに੝りつけたのは
正ղでした。

次に、野ࡊカレーをࢼ৯。ルウには
動物༉ࢷが使われているものの、
6छの中で最も低い157キロカロ
リーとϔルシーな仕上がりです。
野ࡊを引き立てるバターライスを
ਬいてレーズンをトッピングしまし
た。ルウには野ࡊカレーとは思えな
いコクとうまຯがॖڽされており、
৯が進みます。ガーリックトースト
とも合うと思いました。

　֤名車のࣸਅの下に
は2つのメーターがඳ
かれています。1つは
ਏさを示すメーターでもう1つはカロリーメーター。ਏ
さは10ஈ階で、カロリーは400キロカロリーまでメー
ターがあります。 ◀︎

贈
答
用
の
グ
ル
メ
3
個
セ
ッ
ト︎
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本田技研工業
ᴸスύイスカレーઐ໳ళ「プレリューಊ」がग़ݱʂ
　2025年12月、東京都ौ୩۠にホンダが企画したス
パイスカレー専໳店「プレリュー堂」が出現しました。
同年9月の新型クーペ「プレリュード」の発売を記念し
たイベントとして期間ݶ定でオープンし、プレリュード
にホンダ車として初めて採用した制ޚ技術「)POEB
SʴSIJGU（エスプラスシフト）」と３つのドライブモード

（SP0RT、(T、C0.F0RT）を組み合わせた̒つの
異なる走りをスパイスで表現したカレーを提供しまし
た。঎品化にあたっては、このコンセプトを受け継͗な
がら内༰を࠶構成。ポークカレーと3つのスパイスが
セットになっていて、ベースとなるカレーを3ճ「ຯ変」
でき、計４つのຯを楽しめるҳ品です。
　スパイスྉ理研究家の一৚もんこさんが঎品開発を
୲当し、PRE-UDEのパワートレーン開発੹任者が؂
修しました。一৚さんはプレリュードにࢼ乗し、その体験
からの着૝を開発に൓映。ए手社員のҙ見も取り入れてࢼ作を重ねたとい
います。

「LՈఉでも૸Γのຯを」の੠にԠ͑ͯ঎品化
プレリュー堂にはイベント期間の4日間に1000人Ҏ上が来店し、1200

৯が完売しました。来場者のධ判も高く、「঎品化してほしい」という声が
多く寄せられました。そこで、レトルトカレー「プレリューಊスύイスϙーΫ
カレー」を঎品化し、2026年4月から)POEBެ式&$サイトで販売してい
ます。スプーンにプレリュードの影が乗ったデβインのパッέージにレトル
トカレーとスパイス3ାが入って1
200ԁ（消අ੫込み）。

ᴸ̐ͭのຯがදݱするʠ૸Γʡ（ύッέージΑΓ）
⁞�「(T」ポークカレー（スパイスなし、ਏさ1）́トマトのࢎຯと、ૈ く൨いたク

ϛンとコリアンダーでフレッシュな߳りに。のびやかで૘շな走りを表現し
ました。

 �「(T̫ ホンダ エスプラスシフト」（ਏさ2）́ コリアンダーを強ௐし、٦׷系
のフレーバーを引き立たせて૘շ感ある߳りに。長距離でもշ適さが続
く乗り心地を表現しました。

⁠�「SP0RT̫ ホンダ エスプラスシフト」（ਏさ3）́ Ֆᑦ（ホアジャオ）とチ
リペッパーを混ͥてૈ൨きにすることで、ຑ᫤のようなやみつきになる
ਏさと、՚やかな߳りに。ワイルドで魅力的な߉（たかぶ）る走りを表現
しました。

⁡�「C0.F0RT̫ ホンダ エスプラスシフト」（ਏさ1）́ フェンネル特༗の
૘շ感と؁ۤい߳りが特徴。大事な人を隣に乗せて走るような上品でリ
ラックスできる乗り心地を表現しました。

1種のカレーを試食
●プレリュー堂 スパイスポークカレー

ベースの(Tポークカレーは、心地よいトマトのࢎຯが印象的です。基本のスパイスも感じられ、
すりおろしたような野ࡊのうまຯが白ถによくからみます。同෧の３つのスパイスは、ਏさ1、2、
3の （ॱC0.F0RT、(T、SP0RT）でຯ変を体験。上品で૘շな߳りˠ٦׷系のフレーバーˠ
しびれるՖᑦのਏさを楽しΉことができました。

ఆでौ୩に開ళした「プレリューಊ」ݶؒظ˛ ˛開ൃを؂मしたҰ৚もΜ͜͞Μ

ᴸاըͱ開ൃにはൿ࿩も
　ホンダの֤事業所では、社員৯堂で提供される金༵のカレーうどん
が༗名で、事業所によってຯが異なります。プレリュードの発売記念でカ
レーを開発することになった発端には、少なからずカレーうどんの存ࡏ
がありました。
　当初の開発コンセプトに「スパイス」というキーワードがあり、「多くの人
が受け入れられるものを作りたい」としてコーώーなどのҿྉも検討されま
した。しかし、「ҿྉではインパクトがない」、「車に乗りたくなるܹࢗが଍りな
い」などのҙ見があり、「本気のຯのカレーに」という方向になりました。

プレリュードに搭載された新技術「)POEB S� SIJGU」は今後、ϋイブ
リッド車に採用されていくといいます。カレーの企画୲当者は、「人のޒ
感のうち、৮覚、ௌ覚、ࢹ覚は車で、࢒るຯ覚とᄿ覚をカレーでຬたすこ
とができれば」と話しています。
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+R඿দ駅から東ւ道本線で1駅の高௩駅で下車し、時ંാがあるのどかな住୐地
を歩いて約10分のところにスズキの本社があります。道路をはさんで向かいଆにあ
る建物がスズΩの企業ϛュージアム「スズΩ歴史館」（SU;U,I P-A;A）です。

　入口の൶をくぐると受付があり、その後ろに広い店ฮ「S-.A--スズキ歴史ؗ
ショップ」があります。2025年10月にリχューアルされ、スズキのインターネット
通販サイト「S�.A--」で販売している঎品がฒんでいます。スズキの૆業である৫
機の໦組みをイメージして採用した地元඿দ産のఱཽࡐをふんだんに使っており、
ఱཽώノキの୨には৫物のエプロンやバッグなどのアパレル品や、バイクや自動車
のフィギュア、オリジナルの౬ҿみやレトルトカレーなどがฒぶほか、඿দの物産を
紹介するコーナーも設けられています。
　ずらりとฒんだキーホルダーなどの小物「SU;U,I C0--ECTI0/」の中に、

ླ໦ढ़޺社長のࣸਅがプリントされたアクリルスタンドを見つけました。+APA/ 
.0BI-IT: S)0W 2023でࢀ考出品された「SU;UʵRIDE」（スズライド）に新Ϣ
χフΥーム࢟で乗っているࣸਅです。企業のショップの঎品としては௝しいですが、
ླ໦社長が会社のإとして広く認識され、社内֎での人気の高さがうかがえます。

　施設の 2 階は「クルマができるまで」を学ぶコースとなっており、開発κー
ンから見学しました。多くの小学生が社会Պ見学に๚れるため、子ども向けに
分かりやすく展示されています。๲大な数のデβイン画からいくつかが選ばれ、

「クレイモデル」とݺばれる 1�5 ʙ 1�3 サイズの೪౔模型が作られ、さらにデ
βインがߜり込まれると実物大の模型が作られます。見学に来た子どもたちは、
自動車のデβインが೪౔で作られていることに驚くそうです。
　生産κーンに進Ήと、3Dシアター「フΝクトリーアドベンチャー」があります。

3Dメガネをかけ、溶接、プレスなどの製造工程を紹介する約10分間の映像は、
立体的でリアルなうえ、Ҝ子が振動するのでとても臨場感があります。
　実際に工場見学に行ったような印象で、見学では入れないようなプレス機の
中まで映されます。テーマパークさながらのシアターで、子どもたちに人気が
あります。

　シアターを出ると、製造工程を見学するコーナーです。
　まず、部品を製造する技術を紹介するエリア。エンジンのシリンダーブロックなど複ࡶ
なܗをした部品を作るため溶かした金ଐを型に流し込んでܗにする「ர

ㆡ㇅ㆄ㆞ㆄ

造」、ࣃ車など強
い力がかかる部品生産で金ଐをたたいてܗを作る「஁

㆟㇓㆞ㆄ

造」、ࡉかいࣃ車などのため金ଐ
を࡟ってຏく「機械加工」、バンパーやグリルなどプラスチック製品のݪྉを溶かしてӷ
ঢ়にして金型に流す「थࢷ成型」のॱで紹介されています。

　自動車メーカーが社の歴史や技術、最新の製品などを展示する
博物館（ミュージアム）を紹介するシリーズ。第3回は「スズΩ歴史
館」です。スズΩຊ社がある඿দ市を訪ねました。
※記事中の展示やイベントは取材当時のもの

スζΩྺ࢙ؗ

ॆ࣮したγϣοϓ
開発ɾੜ産κーン

自ಈ車ੜ産の技術をղઆ

3
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　組み立てラインの展示は実物大です。1୆の車を作るためには約3万఺もの部品が
ඞ要で、車のフレームにエンジンやタイϠなどが組み込まれていく༷子を工場見学さ
ながらのリアルな迫力で見ることができます。
　組み立てラインの先にはスズキの国内工場と֤工場で生産している製品が紹介さ
れています。子ども向けに工場をめぐるスタンプラリーがあり、見学にきた小学生に
人気があるそうです。

　スズキは世界֤国・地域に進出しており、ւ֎にも多くのڌ఺があります。最大ڌ఺
であるインドやϋンガリー、パキスタン、中国、୆࿷、フィリピン、インドネシア、タイ、ベ
トナム、ϛャンマー、カンボジア、ラオスなど、それͧれの国について大型地球ディス
プレイによって生活やจ化が紹介されています。

　遠भコーナーには、遠भ出身の代表的なҒ人が紹介されているほか、඿দ周辺の
産業やจ化、඿দまつりのジオラマなどが展示されています。

　3階は、創業時から現ࡏまで、スズキが歩んだ歴史の展示コーナーです。創業当時
から変わらないスズキの“ものづくり”への情೤を感じることができます。
　初代のླ໦道༤社長が発明した৫機に࢝まり、戦後の復ڵ期にその技術を活用し
て自動車産業へ進出して成長してきた歴史を、展示されているೋ輪車や四輪車など
それͧれの時代の「製品」が語ってくれます。

　1952年のエンジン付き自転車「パワーフリー」や「コレダ̘̤」、初の四輪車「ス
ズライト̨̨」に࢝まり、高度経ࡁ成長期のマイカー時代に販売したオートバイの
数々や軽トラック「スズライト キャリイ̡20」や「フロンテ360」など。1979年

に47万ԁというՁ֨で社会を驚かせた「アルト」のコーナーでは、当時の時代を振
りฦることができます。

　ঁ性の社会進出の流れを受けて1970年代に֤メーカーは、いわΏる「2୆目」と
なる軽自動車に力を入れました。低Ձ֨のモデルは50万ԁ୆൒ばのものが多く、スズ
キは低Ձ֨競૪に乗り出します。徹底的なコストカットに加え、当時軽自動車に՝せら
れていた15�5％の物品੫に目を付けたのです。ボディーは3ドアϋッチバックであり
ながらリアシートを؆ૉにし、঎用車ొ࿥ができるフロントシート優先の「軽ボンネット
バン」とすることで՝੫をճආしたのです。
　アルトのએ伝のキャッチコピーは「アルト47万ԁ」。イメージカラーを੺にしてએ伝
には、その時代を代表するঁ性タレントやആ優を起用しました。その݁果、ര発的ώッ
トとなり、社の飛躍に貢献しました。

「ւ֎ڌ఺΍஍Ҭを঺հ
ྺ࢙をޠΔೋྠ車ɺ࢛ ྠ車

૑業からೋྠɺ࢛ ྠ開発·で 「Ξルト4�ສԁ」஀ੜ

ຊ෺で見ͤΔ૊Έཱてライン
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　スズキの歴史とະ来を伝ঝするために作られた「スズキ歴史ؗ」。そこには「アン
バサダー」という約40人の案内人がొ࿥されており、来場者に説明する役割を果た
しています。その中の4人（ौ୩߽人さん、৿茂थさん、市઒ཬ々ಸさん、引馬ஐඒさ
ん）にスズキ歴史ؗについて語っていただきました。

　スズキ歴史ؗは、社内֎にスズキフΝンを増やすために作られました。৫機を作る
ことから࢝まったスズキには、どん底にあった時期もあること、どんな思いでここまで
成長し、どんな方向に進もうとしているのかを伝ঝしています。そして、社員や地元の
方々に愛着を持ってほしい、次世代の子どもたちに楽しく学んでほしいという思いから

「アンバサダー」という制度が誕生しました。

　スズキ歴史ؗは2009年に開ؗし、2024年9月に来場者が100万人を突ഁ、
2025年度には10万人を超えました。歴代のオートバイが展示されているのでバイク
フΝンの੟地となっており、インドやԤभ、オーストラリアからの来場者も見られます。
家଒で来たお෕さんやお฼さんは、子どものころの車をջかしんでいます。
　また、小学5年生の社会Պ見学を引き受けており、2学期にあたる9ʙ12月に約
150校から約1万人の5年生が来場します。３̙ シアターやロボットがドアを運ぶよう
な組み立てエリアが人気で、ݝ֎の小学校からも見学に๚れます。

　「お٬༷がཉしがっているものなら、どんなことをしてでも応えろ。ؤ張ればできる
もんだ。」この言༿は、ླ ໦道༤・初代社長が新製品を開発する時の口บでした。この
ਫ਼ਆは今も社員にਁಁしており、「使っていただくお٬༷の立場になって製品を作る」
という考え方につながっています。「スズキのものづくり」はこの思いに࢝まり、これか
らも変わりません。৫機のమ部分の加工技術をオートバイのエンジンや車体作りに生
かし、今の業ଶに成長したのですから。

　社会Պ見学だけでなく、地域貢献として小学生を対象にՆٳみやౙٳみ、य़ٳみ
にものづくりのイベントを実施しています。ϛχ৫機で৫物を作ったりエンジンの分ղ
を体験したり、車の不要品やւ༸プラスチックを使ってキーホルダーやペンέースを
作ったりします。
　本社や֤工場の敷地で開くळ祭りでは、オートバイにちなんでԾ面ライダーや「戦
隊もの」のショーの開催、社員による࿐店や製品の展示などを行っています。

40ਓのアンバサμーを഑ஔ

Ϳれな 「͍スズΩのものͮ Γ͘」ਫ਼ਆ ものͮ Γ͘イベントやࡇΓにҰ༂

খ学5೥ੜの見学ίースに

施設の担当者にインタビュー
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東武伊勢崎線の浅草駅から特急りょうもうで約1時間30分。太田駅に到着する
と、北口にSUBARU群馬製作所本工場の重厚なビルが目に入ります。スバルビジ
ターセンターを敷地内に構える矢島工場は、駅から自動車で10分ほどの場所にあり
ます。
　本工場と矢島工場はいずれも主力完成車工場で、本工場はSUBARUの前身である
中島飛行機の太田工場として開設されてから続く工場です。その住所は「太田市ス
バル町1-1」。もともとは東本町という町名でしたが、地域のPRに生かしたいとい
う太田市の発案で2001年10月に改称されました。まさに「企業城下町」と言える
でしょう。ただ、 スバル町は本工場の敷地だけで周辺の住所は今も東本町です。

　スバルビジターセンターに到着して建物に入る前に目に留まるのが、紅白にペイン
トされた航空機です。1962年から2006年まで航空自衛隊のパイロットと航空管制
官養成のために使われた模擬機「T-1 ジェット練習機『初鷹』」で、当時、富士重工
業株式会社（現、SUBARU）が開発・製造した戦後初の国産ジェット機でした。

　建物に入ると広い空間があり、SUBARUの特長である「シンメトリカルAWD
（４輪駆動システム）」とボクサーエンジン（水平対向エンジン）、そして航空機
の翼をイメージしたオブジェが展示されています。100年を超える歴史と最新技術
が一堂に会し、来場者を出迎えるエントランスは、まさにSUBARUの象徴です。

　エントランスを抜けて広い会議室「オリエンテーションホール」に入りました。
　ここは、見学コースを映像などで説明する部屋であると同時にVR体験ルームに
なっています。一人ひとりが専用のゴーグルを取り付け、生産工場見学をVRで体験
できます。プレスやボディー溶接組立、塗装、最終部品組立、完成検査の現場が立
体的に現れ、実際の工場見学では不可能な至近距離から見ているような映像が目の
前で展開されます。子どもたちは思わず手を出してつかもうとしたり、塗装の吹き
かけをよけようとしたりするそうです。

　オリエンテーションホールの奥には展示ホールがあり、往年の名車に会うことが
できます。最初に待っているのは1958年から69年に製造された「スバル360」。
　当時は「テントウムシ」の愛称で親しまれた富士重工業初期の代表車で、家庭や
個人の自動車「マイカー」の火付け役となりました。まさに、日本のモータリゼー
ションの幕開けを象徴する国民車ともいえる軽自動車でした。
　スバル360には、航空機メーカーから引き継がれた技術が詰め込まれていまし
た。量産では日本初のモノコックボディー（フレームレス構造）を採用。鋼板を薄
くし、屋根を強化プラスチックにするなどで車内の空間確保と軽量化を図り、車重
量385キロを実現した“驚異の作品”といえます。

　自動車メーカーが社の歴史や技術、最新の製品などを展示する
博物館（ミュージアム）を紹介するシリーズ。第4回は「スバルビジ
ターセンター」です。群馬県太田市にある株式会社SUBARU（以
下、SUBARU）群馬製作所矢島工場を訪ねました。
※記事中の展示やイベントは取材当時のもの

スバル

自衛隊の練習機

SUBARUの象徴的エントランス

VRで工場見学

名車たちがずらり並ぶ

4 ビジター
センター

▲スバル360※施設管理者のご協力のもと、特別な許可を得て撮影しています。
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　SUBARU最大の特長である水平対向エンジン。ピストンが左右同時に水平に往復
するためお互いに振動を打ち消し合い、滑らかでバランスが保たれます。さらにエ
ンジン自体が平らで低く設計されているため、車体の低い位置に搭載することで車
両の重心が低くなり、走行安定性が高まるという優れものです。このエンジンを初
めて搭載した車が、1966年に発売された「スバル1000」です。国産初の量産FF
（フロントエンジン、前輪駆動）乗用車でもあり、当時はどのメーカーもFF車の量
産化に成功していなかったことから、画期的な乗用車として注目されました。

　国産初の乗用車タイプの4WD（四輪駆動車）を作ったのも富士重工業でした。
　1972年に発売された「スバルレオーネエステートバン4WD」は、それまでオフ
ロードタイプの4WDしかなかった日本ではセンセーショナルなデビューとなりまし
た。この車の誕生秘話は発売の4年前。東北電力から「積雪地での送電線保守作業
用にスバル1000バンを4WD化してほしい」と依頼されたことです。

　名車展示のタイトルは「スバル　独創の系譜」。SUBARUの系譜の中で最も大
きな変革となったのが1989年、「レガシィツーリングワゴン」の発売です。レガ
シィは全世界で販売される世界戦略車としてエンジン、サスペンションなど自動車
のドライビングを徹底的に追及して完成した新型車で、4WDワゴンがある生活の楽
しさを提案したことから「ワゴンブーム」を巻き起こした名車です。レガシィのシ
リーズは2025年3月までの36年間、SUBARUブランドをけん引し続けました。

　展示ホールの一番奥に青とシルバーの鮮やかなツートンカラーのバスがありま
す。戦後の1949年、当時の富士産業が作った日本初の「フレームレス　リアエン
ジンバス」で、東京都交通局に納品されました。1996年に産業考古学会から産業
遺産に認定され、保存されています。

　SUBARU車と聞いてラリーを思い浮かべる人は多いでしょう。2000年の世界ラリー
選手権（WRC）でインプレッサが活躍した印象が強いからに違いありません。第14戦の
最終戦グレートブリテンで、スバル・ワールド・ラリー・チームが見事優勝しました。

　展示ホールで最後に見たのは「すばる1500」です。スバル360の発売より4年
前の1954年に富士自動車工業が開発しました。飛行機作りの技術が生かされた
画期的な小型車でしたが、諸般の事情で発売されることはなく、「幻の名車」と
して展示されています。この技術がスバル360に引き継がれたということです。

　展示ホールにある名車の魅力は語りつくせませんが、後ろ髪をひかれながら2
階に上がり、安全技術ギャラリーに入ります。ここでは、人の目と同じように左
右2つのカメラによる運転支援システム「アイサイト」の仕組みを知ることがで
きます。前方の自動車や歩行者、障害物を立体的（三次元的）に認識し、その対
象物との距離や移動速度を正確にとらえて「ぶつからない」をサポートするシス
テムです。今では中央に広角単眼カメラも加わって３つのカメラが前方を把握
し、アイサイト史上最高の安全性能を実現しています。
SUBARUは「総合安全」の考え方のもと、さまざまな安全性能を高めたクルマ
づくりにより交通事故減に取り組み、2030年死亡交通事故ゼロ※を目指してい
ます。目標に向けてこれからも開発が進められていきます。
※SUBARU車乗車中の死亡事故およびSUBARU車との衝突による歩行者・自転車などの死亡事故ゼロを目指す。

社会インフラのために開発された4WD
産業遺産のバス

最大の変革となった名車

2000年WRC第14戦グレートブリテン優勝車

発売されなかった「幻の名車」

死亡事故ゼロを目指して

画期的な技術を初めて搭載した乗用車

※施設管理者のご協力のもと、特別な許可を得て撮影しています。

▲スバル1000

▲スバルレオーネエステートバン4WD

▲レガシィツーリングワゴン ▲インプレッサ　ワールドラリーカー2000 ▲すばる1500
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　工場見学の来場者に歴代の車、他社とは一線を画した個性的な技術、安全への取
り組みなどを紹介するために設立された「スバルビジターセンター」。そこでは専任
の案内係がSUBARUの魅力を伝えてくれます。人事総務本部「近隣いちばん係」の
遠山茂さんに施設について語っていただきました。

　スバルビジターセンターは2003年、富士重工業の創立50周年記念事業として開
設されました。工場見学は1980年代から受け入れていましたが、近隣の小学校から

「小学5年生の『工業』の勉強のために施設を作ってほしい」という要請を受けての
設立でもあります。
　設立当初は年間10万人を目標に公開、運営しており、これまでに約170万人の来
場者がありました。2007年から20年には年間8万人から10万人を受け入れていまし
たが、その後工場内に開発設備を増設したため、見学コースを複数の工場に分断せ
ざるを得なくなりました。
　そこで1年前に導入したのがVRです。これまでの工場見学で、すぐそばで見せるこ
とができなかったプレスや溶接、塗装などをリアルに見せる映像を撮影しました。カメ
ラは、危険で人が入れない溶接機械のすぐそばや、塗装を吹きかける工程では車体
内に設置して臨場感を出し、今までにない“体感映像”を作りました。カメラが壊れるこ
とを覚悟しての挑戦でした。
　溶接する部分に接近したり塗装時に車体内に入ったりというのは、当然どの社員も
経験がありません。そのためこれらの映像が社内教育用の映像になりました。人が入
らないブースの中で仕事するロボットを見て社員からは「こんな風に作業していると
は、知らなかった」などの声が届いています。今では関係会社も含め新入社員の研修
に導入しています。
　見学者の約85％が小学生です。VRを見ると子どもたちは「おー、すげー」と驚き
の声を挙げたり、ロボットのアームが迫ってきて「危なーい」と叫んだりします。今後は
ＶＲの設備を持ち出して「出前工場見学」ができるようにし、地域のイベントで活用す

ることも検討しています。また、SUBARUの柔軟性や拡張性を具現化したBEV（バッ
テリー式電気自動車）とICE車（ガソリン車・ディーゼル車などの内燃機関車）の混流生
産ラインなど、VRコンテンツのさらなる充実も検討しています。生産ラインの進化やも
のづくりの魅力をより多くの方々にお伝えすることで、地域社会とのつながりを深めな
がら、SUBARUのモノづくりを知っていただく機会を広げていきたいと思っています。

　施設の安全技術ギャラリーにありますように、SUBARUは安心安全の取り組みとし
てアイサイトを展開しています。左右の“目”があることで前方の障害物を検知し、“ぶ
つからない”をサポートしています。その研究はさらに深められており、アイサイトは
進化し続けています。正面はカメラ（アイサイト）、他方向はバンパー端に組み込まれ
たレーダーやソナーが安全を確保するために機能します。また、白線が見えない雪道
や、道路上の障害物などに対する認識、判断のため、アイサイトにAIを組み合わせた
システムの開発を進めています。これらの研究開発を重ね、SUBARUは社を挙げて
「2030年死亡交通事故ゼロ」※を目指しています。
※SUBARU車乗車中の死亡事故およびSUBARU車との衝突による歩行者・自転車などの死亡事故ゼロを目指す。

　安全対策のほかに、基幹技術にも誇りを持っています。独自製品である水平対向エ
ンジンは1966年にスバル1000に搭載してから進化し続けています。エンジンの仕
組みが見えるように展示してありますが、このエンジンは対向する双方のピストンが
振動を打ち消し合うので、他のエンジンと比べてぶれが少ないのです。加えて、前後
左右の重量配分と駆動力配分を最適化するSUBARU独自の４輪駆動システム「シン
メトリカルAWD」を組み合わせることで、低重心かつ左右対称の構造により車両の安
定性に寄与し、SUBARUならではの一体的な走りを提供します。

　太田市には、SUBARUの関係会社が集積していますから、地域貢献には特に力を
入れています。硬式野球部と陸上競技部は街を挙げて応援していただけるので、地
域還元の役割を果たしています。

　また、SUBARUの取引先であるグループ会社53社が集まり、「スバル地域交流
会」を作っています。金山やいずみ緑道の清掃をするボランティア活動やふれあいコ
ンサートの開催、交通安全への取り組みや祭りへの出店などを行っています。

工場見学にVRを導入

磨かれた基幹技術

地域のためにイベントを開催

進化し続けるアイサイト

施設の担当者にインタビュー ▲水平対向エンジン／シンメトリカルAWD
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˝SU1&R (5

▲ϒリξストン

▲インσィーカーɾシリーズ

ੈքબखݖやࠃ಺トップカテゴリーのϞータースϙーツで׆༂し͍ͯる೔ຊの෦品ɾ༻品メーカーはଟ͘、աࠅなݱ場でഓΘれ͍ͯるϒランド
はϑΝンかΒもਓؾをूめ͍ͯます。2026೥も೤͍レースをҾ͖続͖͑ࢧ、Ϟータースϙーツจ化のൃ展にもݙߩし͍ͯます。ࠓ回は࢛ྠ

車ɾೋྠ車のࠃ಺֎のレースで、タイϠやϗイール、ϔルメットをڅڙし͍ͯるओなメーカーを͝紹介しͯΈましΐ͏ 。

ϒリξストン
　四輪レースではP0TE/;Aブランド、ೋ輪レースではBATT-A9ブランドのタイϠ
を中心に、国内֎のモータースポーツを଍元から支えています。「タイϠは生໋を乗せ
ている」という大ݪଇの下、ドライバー・ライダーの安心・安全を第一にタイϠを供څ。
モータースポーツ活動をᴜ 走る実験室 とʋしており、「レースへの挑戦を通してຏかれた
技術を市販タイϠの進化、ブランド強化につなげていきます」と説明しています。
　レースでは、BSJEHFTUPOFブランドとFJSFTUPOFブランドを使用。BSJEHFTUPOFブラ
ンドでは、国内で人気の四輪レース「461E3 (5」にタイϠを供څしており、2026年
は(T500クラスで12チーム、(T300クラスで6チームがタイϠを装着しています。
　FJSFTUPOFブランドは、125年の歴史を持ち、世界三大レースのひとつ「インディ
500」をはじめとする北ถ最高ๆのフΥーϛュラカーレース「インσΟカーɾγリーズ」
།一のタイϠサプライϠーです。2030年までオフィシャルタイϠサプライϠーとして
ワンメイクでタイϠを供څすることがܾまっています。

「'*.ੈք଱ٱબखݖʢE8$ʣ」はೋ輪ロードレースとして世界選手権で།一、複数
のタイϠメーカーがタイϠを供څしています。EWC全4戦のうちの1戦「ླࣛ�࣌ؒ଱
。しましたڅロードϨース」で、ブリξストンは2026年も多くのチームにタイϠを供ٱ

%6/-01ʢॅ༑ΰϜ工ۀʣ
　2026年もDU/-0Pブランドを中心に、四輪・ೋ輪の国内֎の෯広いカテゴリーに

タイϠを供څ、モータースポーツの੄野拡大とブランドՁ஋の向上に取り組んでいま
す。DU/-0Pは「引き続きタイϠ開発を進め、パートナーとしてチーム、選手の勝ར
に貢献していきます」と強ௐしています。
　四輪の国内最高ๆレース「SUPER (T」では、(T500クラスと(T300クラスを
サポート。サステナブルࡐݪྉ比཰を高めたタイϠについては、SUPER (Tへの供
。も検討しているとのことですڅ
　世界一աࠅな24時間レースとも言われるドイツの「ニϡルϒルクリンク��࣌ؒϨー
ス」では、スバルテクχカインターナショナルが「WR9 S4」をベース車両としてࢀ戦した
SUBARU WR9 /BR C)A--E/(Eに対してFA-,E/ブランドのタイϠを供څ、SP4T
クラス（ഉ気量2�0-Ҏ上2�6-ະຬのターボエンジン搭載車）で優勝を果たしました。
　ւ֎のೋ輪レースでは、オフロードレース「モトクロスੈքબखݖ」でカワサキなど
4チームにタイϠを供څ。アジア最高ๆのロードレース「'*.アジアロードϨースબख
 。などでも公式タイϠサプライϠーを務めています「ݖ
　DU/-0Pは「レースを通じて得られる技術を製品開発へ生かすとともに、ブランド
Ձ஋のさらなる向上を目指します」と強ௐしています。

ԣ඿ΰϜ
　モータースポーツ活動を技術開発に加え、グローバルフラッグシップタイϠブランド
ADVA/、SUV・ピックアップトラック用タイϠブランド(E0-A/DARのᴜ ブランド強
化の場 とʋ位置付けています。
　ADVA/では、2016年から国内最高ๆのモータースポーツ「શ日ຊスーύー
ϑΥーミϡラબखݖ」のオフィシャルタイϠパートナーとして、タイϠをワンメイク供
E0-A/DARでは、2026年から新たに開催された北ถ最高ๆのデβートオフ)。څ
ロードレース「"NFSJDBO 0⒎�3PBE 3BDJOH $IBNQJPOTIJQ」のサポートスポ
ンサーを務めるなどしています。

国内外レース
活躍

で
す 部品・用品メーカーる

タイヤ、ホイール、ヘルメットを供給！

国内外レースで
部品・用品メーカー

タイヤ

˝ླࣛ�଱
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▲χュルϒルΫリンΫ24時ؒレース

▲ϑΣラーリ '1 Ϛシン ▲ϑΣラーリϚシンํޙ ▲ϚΫラーレン向けϗイール

▲ϞトΫϩスੈքબखݖ ▲શ೔ຊスーύーϑΥーミュラબखݖ

ホイール
##4ジϟύン 
　世界最高ๆの四輪レース「ϑΥーミϡラɾϫンʢ'�ʣੈ քબखݖ」で、 BBSのF1レー
シングホイールは2025年までオフィシャルサプライϠーとして全マシンにワンメイク
供څされてきましたが、2026年シーズンはن定変ߋで、֤ チームが独自に提ܞメー
カーを選べるようになりました。
　2026年シーズンよりフェラーリチームと複数年ܖ約のテクχカルパートナーシッ
プをక݁。「F1という世界トップレベルのモータースポーツカテゴリーに供څすること
で、さまざまな経験஋が得られます」と説明しています。

　量販車の性能も日々進化しており、F1で得られたノウϋウを量販車用ホイールへと
フィードバックし、ϢーβーのクルマのパフΥーマンスを向上させる考えです。
　BBSとフェラーリの歴史は1992年にさかの΅り、両社の関係は30年Ҏ上にわたり
ます。F1史上初となるマグネシウム஁造ホイールの開発に成功し、フェラーリに供څ
を開࢝。特に2000年から2004年にかけてϛϋエル・シューマッϋ選手が前人ະ౿の
5࿈೼を成し਱げるなど、ً かしい実੷をஙいてきました。
　BBSは「テクχカルパートナーとしてフェラーリとີ接に࿈ܞし、஁造マグネシウム
ホイールの開発をਪ進していきます」と、今後も最高水४のパフΥーマンスを提供し
ていくそうです。

エンケイ
　2026年シーズンからF1のマクラーレンチームのオフィシャルサプライϠーとし
て、࠶びF1に復ؼ。エンέイは高性能な஁造マグネシウムホイールの設計、開発、製
造を୲います。
　マクラーレンとの技術提ܞは1995年に࢝まり、2021年まで26年継続。その間、エ
ンέイが供څしたホイールは、数世代にわたるマクラーレンマシンを支え、勝རに貢献
してきました。エンέイの஁造マグネシウム技術はݶۃのレース৚݅下でٻめられる
強度、軽量化、߶性、଱ٱ性において、マシンのポテンシャルを最大ݶに引き出します
とコメントしています。
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アライϔルϝット
　ೋ輪・四輪と国内֎を໰わずに世界最高ๆレースで長年活躍しているブランド・アラ
イϔルメット。プロ用製品と市販品に大きな違いはなく、一般のライダーに高い安全性
能を備えたϔルメットを提供しています。
　日本で初めて乗車用ϔルメットの製造を手ֻけ、現ࡏのϔルメットのベースである
FRP（ણҡ強化プラスチック）製のシェル（硬い֎֪ʹ๧体）と発๒スチロール製の؇
衝ライナーの組み合わせをฤみ出したといいます。
　ؙく滑らかでコンパクトなフΥルムにより、万が一の転౗などによる衝ܸを可能なݶ
り分ٵ・ࢄऩし、಄部に伝わる衝ܸエネルギーを軽減する性能を発شします。ೋ輪では
世界最高ๆのロードレース「.PUP(1」で活躍する།一の日本人現役ライダー・小ໆ
ཟ選手をはじめ、国内֎で多くのライダーが愛用しています。
　アライϔルメットは「全日本スーパーフΥーϛュラ選手権」を主催する日本レースプ
ロモーションと2024年、レースࢀ戦ドライバーのϔルメットに関するパートナーシッ
プを݁びました。 
　アライϔルメットが供څする四輪レース用ϔルメットは、インディカー・シリーズで多
くのトップドライバーが使用。軽量で強ਟな安全性能を追ٻし、インディ500で2度の
制೼を成し਱げた日本人ドライバーࠤ・ ౻ୖຏ選手らが愛用しています。
　5月には、ϔルメット֨نの֨ݫ化を受けて安全性能を大෯に向上させた新঎品と
してFRP製「(PV-R R0 8859」を発表し、四輪レース用ϔルメットを15年ぶりに࡮
新しました。
　ϔルメット中央にシールドを開ดするロックを導入した「センターロックシステム」、

シールドをดじた時の最上部位置をै来モデルよりも25NN下げた「(P-VAS シー
ルドシステム」など新機能を搭載しているのも特徴です。今後開発されるカーボン
フΝイバー製「R0 SRC 8860シリーズ」はক来的にはレース供څも検討しているそ
うです。

4)0E*
　「安全・շ適・感動（SBGFUZ
 CPNGPSU BOE PBTTJPO）」をϔルメットづくりの基本理
念としています。ライダーの಄部を守る高い安全性能と、走行に集中できるշ適性、そ
して走る׻びを提供することがϔルメットの使໋であると考えています。

　S)0EIが考える安全性とは、衝ܸから಄部を守る保ޢ性能だけではありません。事
故をະ然に๷ぐためのշ適性も重要な安全性能とଊえ、すべての製品を日本国内で
一؏生産し、専໳技術者とख़練スタッフによる高品࣭なモノづくりを行っています。
　6月に出ՙを開࢝したレーシングϔルメットのフラッグシップモデル「9-FJGUFFO 
02」は、2026年シーズンから世界最高ๆのロードレース「.PUP(1」౳のカテゴ
リーで採用される新֨نに適合。ロック機構や保ޢ性能を強化し、さらなる安全性能
を実現しています。
　S)0EIは、レースサポートでഓった最先端の技術とノウϋウを঎品開発に൓映し、
世界中のライダーへ高品࣭なϔルメットを提供し続けています。

ヘルメット

▲新঎品 (1V�R R0 ��5� ▲新چ঎品のൺֱ ▲レーシングϔルメット 「9�'JGUFFO 02」

˝࢛ྠレースにもڅڙ˝ೋྠレースにڅڙ
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公益社団法人「自動車技術会（自技会）」は�݄24ʙ25೔、খ学ੜを
対৅に਌ࢠでϞϊͮ Γ͘の しָ を͞ମݧで͖るイベント「キッズエンジニ
ア2026」（自工会などޙԉ）をύシϑィίԣ඿（ԣ඿市੢۠）で開催しま
した。
Ճ。ΫルϚを中৺ͱしࢀ໿5500ਓがܭ೥は1�回໨で、2೔ؒでࠓ　
た ま͟͞ まなՊ学෼໺にڵຯを࣋ͬͯもΒ͍、イベントを͖ͬ かけͱしͯ

কདྷ、೔ຊを͑ࢧる技術ऀになͬ ͯ れ͘る͜ ͱがظ଴͞れ͍ͯます。
　Ωッズエンジχアでは、ଟ の͘ۀاɾஂ ମなどが自લϒースͱなるᴜ ڭ
ࣨ でʋエンジχアΒがࢣߨを຿め、自動車にؔする技術などをղઆする
֤छプϩグラムをఏࠓ。ڙ回は事લにਃしࠐΉ20の「ܕࣨڭプϩグラ
ム」ͱ、当೔ࢀՃで͖る12の「展示ܕプϩグラム」が࣮͞ࢪれ͍ͯます。
　͜の͏ͪ 自動車メーカー֤社の取Γ૊ΈをテーϚผに͝紹介します。

「キッズエンジニア2026」開催！「キッズエンジニア2026」開催！
小学生対象、モノづくりの楽しさ親子で体験

「キッズエンジニア2026」開催！自技会

▲スズΩϒース

▲μイϋツϒース

▲トϤタϒース

▲スバルϒース

「タイヤが無くても走るクルマを作ろう」
　小型モーターを動力とした振動で動く「マイクロモビリティ」を製作。子どもたちは
エンジχアからのアドバイスを受けながら、ᴜ振動メカの開発 にʋਅ݋に挑戦していま
した。その後、マイクロモビリティを୹いコースで走行させました。

「二駆と四駆のちがいってなに？モケイを作って走らせよう！」
　四輪駆動とೋ輪駆動を؆単に੾りସえることができるクルマの模型の組み立てか
ら࢝まり、子どもたちはᴜ 作る楽しさᶹᴜ走らせる楽しさ をʋ感じている༷子でした。駆
動方式の違いも学べるワークショップでした。

「ものづくり体験教室」
　モノづくりの楽しさをᴜ 感ޒ でʋ学習。教室内を自動車組立ラインに見立てて、複数
の子どもたちで協力して完成車をつくるプログラムでした。「コペン」の実車や模擬
教ࡐを使用して部品の運ൖから組立、検査までを体験し、ものづくりの楽しさやチー
ムワークの大੾さを学びました。 

「ミニカーを親子タッグで組み立ててみよう！自分たちの工夫で勝利をつかめ‼」
　ϛχカーキットの組み付けを親子で૬ஊしながら作業を工෉することで、組み立て
のແବがなくなり、ૣ くなり、楽しくなることをήーム感覚で学びました。組み付け時
間を計ଌして、チームで競૪する場面も見られました。

スズキ

SUBARU

ダイハツ工業

トヨタ自動車
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https://global.toyota/jp/
https://www.jsae.or.jp/
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https://www.subaru.co.jp/


▲Ϛツμϒース

▲೔࢈ϒース

ඛϒースࡾ▲

▲೔໺ϒース

▲ϗンμϒース

▲ϠϚϋϒース

「ぶつからないクルマをエンジニアと一緒に作ろう！－日産わくわくプログラミングスクール－」
　スマートフΥンアプリで「ロボットカー」をプログラϛング。ロボットカーが自ら判断し
て、走行・ఀ したり、ライトを఺౮したりするクルマづくりにチャレンジ。子どもたちがࢭ
自分でプログラϛングし、ᴜϛッション をʋクリアしていました。

「EVカーを楽しもう！人も荷物も運べるクルマとラリートラック」
　実際に展示された小型BEVトラック「ポンチョドット」に乗り込んだり、塗りֆをした
りしながら、その構造を知り、ᴜಇくクルマ のʋイメージを๲らませていました。

「水素でクルマを走らせよう！＆環境クイズに挑戦しよう！」
　水ૉを含Ήエネルギーや、燃ྉ電஑の仕組みを学びつつ、燃ྉ電஑を組み込んだϛ

χカーを水ૉで走らせました。さらにクイズを用いて、身近なڥ؀の՝୊や対策にも
関心を深めていました。

キッズエンジχアは、クルマづくりの最前線に立つメーカー֤社のエンジ
χアたちから௚接学べるو重な機会です。Նٳみに入り、今年も会場に

はਅ݋な眼ࠩしでモノづくりに挑Ή子どもたちの࢟やসإが目立ちました。
者からは「子どもも大人も学習しながら楽しめるイベント。クルޢ加した保ࢀ　
マづくりにはメーカーの方々がいろいろなࢹ఺で仕事に取り組んでいること
を࠶確認できました」などとの声が聞かれました。

日野自動車

日産自動車

本田技研工業

ヤマハ発動機

三菱自動車

マツダ
「砂型鋳造×みがき×塗装職人になろう！」
　自動車は3万఺Ҏ上の部品から構成されており、人間でいう心ଁに当たるエンジン
のૉࡐは「ர造」という方๏でつくることなどを学びました。ர造は、೤で溶かした金
ଐを型に流し込み、ྫྷ やしてݻめる金ଐの加工方๏です。

「『空気のていこう』って何？ クルマの模型を走らせて考えよう!!」
　車体ܗঢ়が異なる2छྨのペーパークラフトを組み立て、ઔ風機で風を当てたコー
スを走行させ、それͧれの఍߅力を実際に学びました。ී ஈはԿも感じない空気が実
はຎࡲやѹ力が生じ、クルマを動かす఍߅になっていると説明を受けていました。

「ウインドカーを作ってコースで走らせてみよう！」
　風上に向かって走る「ウインドカー」を製作し、工作の楽しさと物理現象の基ૅを学
ぶプログラム。タイϠやプロペラの組み合わせを変えることで速さや走り方が変わる
ため、改ྑの面白さもຯわえる企画でした。
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、初戦で自動車対決(三菱自動車岡崎×Honda）8月29日

　三ඛ自動車Ԭ崎と)POEBが初戦でܹ突しました。)POEBは今年度、+ABAの主要
大会である੩Ԭ大会、京都大会、۝भ大会の「三ף」をୡ成。都市対߅野球の東京地
۠༧選も3࿈勝で第1代表と޷ௐ。大会前の؂ಜアンέートも優勝ީิච಄でした。三
ඛ自動車Ԭ崎はࡢ年४優勝の実੷があり、1ճ戦では۶指の޷カードと言われました。

地域と社を挙げての大応援団
　「自動車対ܾ」は、スタンドの応援ஂ対ܾでもありました。1ྥଆも3ྥଆも֎野੮ま

で応援٬でຒまり、東京ドーム内に吹૗楽のԋ૗と声援が໐り౉りました。
　先߈の三ඛ自動車Ԭ崎はイメージカラーの੺とࠇで౷一したϢχフΥームの応
援ஂとチアリーダーが集݁。٬؍がࠇのタオルを手に、大きく振りճして応援しま
した。

市長と社長がそろって応援
؛Ԭ崎市長と・޺߁合前にステージに集まった応援ஂ。その中心にいるのが内田ࢼ　
Ӝܙ介・三ඛ自動車代表ࣥ行役社長݉C00でした。まさに地域と会社が一体となって
選手を応援するという理૝的なܗを見せてくれました。

地元色を前面に打ち出して

　5ճの後に展開する応援ஂコンクールには、֙ を身に着けた武কがొ場。ಙ઒家߁
が誕生した「家߁公誕生の地」を打ち出したパフΥーマンスで、大きなの΅りがԿ本も
。きましたڹのԻがޑげられ、࿨太ܝ

都市対抗

～自動車メーカー野球部が力戦奮闘～

第97回第97回

　社会ਓ໺ٿのՆのࡇయ「第��回౎市対߅໺ٿେ会」（೔ຊ໺ٿ࿈ （ໍ+ABA）などओ催）
が�ʙ�݄にかけͯ౦ژドームで開かれ、੢ೱӡ༌（େ֞市୅ද）の༏উでดນしました。
֤地۠の༧બをউͪൈ͍ͯग़場した自動車メーカーは、トϤタ自動車、ࡾඛ自動車、ຊ田技
౎୅දɾژ౦」「ඛ自動車Ԭ࡚ࡾԬ࡚市୅දɾ」の3社かΒ「๛田市୅දɾトϤタ自動車」ۀ工ݚ
)POEB」「ླࣛ市୅දɾ)POEBླࣛ」「େ௡ொ୅දɾ)POEB۽ຊ」の5νーム。४ʑܾউに
はٴばなかͬたものの、֤ νームのྗઓฃಆにスタンドかΒは೤͍੠ԉがૹΒれました。

˝ ෢ক࢟のύϑΥーϚンス
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ඛ自動車Ԭ࡚ԠԉஂࡾલにಛઃのԠԉステージにूまる߹ࢼ˝ ˝ Ԡԉにۦけ෇けた಺田޺߁ɾԬ࡚市௕（લྻࠨかΒ2ਓ໨）ͱ؛Ӝܙ介ɾࡾඛ自動車୅දࣥߦ໾社
௕݉$00（ಉ3ਓ໨）



入口は行列で「最後尾」のプレートも

　)POEBの応援੮は2万人ن模の٬؍が集まりまし
た。入口付近には「最後ඌ」のプレートを持った୲当
者が٬؍を੔理しましたが、一部の٬؍はࢼ合開࢝
に間に合わず、2ճཪのܸ߈をա͗てもスタンドには
。٬が増え続けました؍

職場の仲間は特別な思い
　応援੮は全員が着用するレプリカϢχフΥームで
ਅっ੺にછまり、一体感にแまれます。特に選手が所
ଐする部ॺの社員は、チームだけでなく日ごろ一ॹ
にಇいている選手も個別に応援します。৬場でਨれ
幕を作り、“同྅”の活躍に期待します。

小学生もパフォーマンスに参加
　応援ஂ長を中心に、応援ஂ員とチアリーダーがଉ
の合ったパフΥーマンスを൸࿐しました。ܸ߈チャン

スでの応援Վ「全開ホンダ」をはじめとするオリジナ
ル応援Վをポーズやགྷりで੝り上げ、応援੮を引っ
張ります。この日は、社員も家଒の小学生もパフΥー
マンスに加わり、スタンドを෸かせました。

三菱自動車岡崎 4－3 Honda
合は1ճ表、三ඛ自動車Ԭ崎が2఺本ྥ打で先ࢼ　
制し、2ճにも加఺して4఺を先行しました。対する
)POEBは1఺ࠩまで詰め寄りましたが、終൫の޷機
に適時打が出ず。今大会の「優勝ީิ」は初戦で東京
ドームをڈることとなり、ྦ をのみました。

岡崎の2回戦は昨年決勝カード
　三ඛ自動車Ԭ崎は9月1日、ࡢ年ܾ勝でഊれた
Ԧ子（य़日Ҫ市代表）と2ճ戦に臨みました。2ճ
に3఺を先制して勢いに乗りましたが、後൒にٯ
転を許してഊୀ。雪ৱを果たすことができません
でした。

、第1試合にトヨタ自動車が登場8月30日
　トϤタ自動車は12年࿈続出場の強߽です。今ळ開催༧定の
愛知・名古屋アジア大会の野球日本代表24選手のうち最多7
人を༴するスターͧろいの名チームで、2016年と2023年の
都市対߅野球大会優勝という実੷もあります。
　応援ஂは੺と白を組み合わせたデβインのҥ装で、きびきび
した動きを見せてくれました。ࢼ合前後に行われるエール交׵
では、ྱ ّ正しい振る෣いが印象的でした。

始球式は近社長が“登板”
　トϤタ自動車の初戦では࢝球式が行われ、近݈太・代表取క
役社長が“ొ板”しました。キャッチャーがั球するとຬ଍げな
表情でベンチに駆け寄り、選手らとϋイタッチしてܹྭ。その後
スタンドの応援ステージに上がり、マイクを持って応援੮にあ
いさつしました。

　“ৗ࿈”のトϤタ自動車。チアリーダーのパフΥーマンスも੾れ
ຯ抜群です。ブラスバンドのԋ૗もよく໐り、選手のഎ中をԡし
ているかのようです。強߽チームが多い東ւ地۠から12年࿈
続で出場するチームには、応援も含めた総合力を感じさせるも
のがあります。

JFE西日本(福山市・倉敷市代表) 7－1 トヨタ自動車
　初戦の૬手は+FE੢日本でした。4ճに四死球で2఺をࣦう
と、さらに適時打と本ྥ打で計7఺を先行されました。打線も޷
機を生かしきれず1఺どまり。ࡢ年に続き初戦で東京ドームをڈ
ることになりました。
　前日に三ඛ自動車Ԭ崎にഊれた)POEBもトϤタ自動車
も、優勝ީิと言われながら2年࿈続で初戦ഊୀ。「1つෛ
けたら終わり」というトーナメント方式の都市対߅野球で
は、本大会に向けた選手、チームのௐ੔の೉しさがあるの
でしょう。

で૬खνームをたた͑るトϤタ自動車Ԡԉஂ׵લのエールަ߹ࢼ˝

式をऴ͑、ベンνલでબखͱϋイタッνする݈ۙ太社௕ٿ࢝▲ ▲Ԡԉ੮を੝Γ্͛るνアリーμーのύϑΥーϚンス ▲Ϛ΢ンドにۦけͬدた౻ߤݪ平؂ಜ（ࠨ）
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˝Ԡԉ੮にはಉ͡৬場のબखをԠԉするਓも ϙーズでԠԉする)POEBԠԉஂ͍ڧྗ▲

▲ Ԧࢠͱ対ઓした2回ઓの2回ද、中ଜᇈ太બखが׈Γࠐ
Μでϗームイン▲ద時ଧを์ͭ)POEBのޱࡔবબख



の第2試合にHonda鈴鹿8月30日
　日༵ޕ後2時からのࢼ合とあって、)POEBླࣛの応援੮は
֎野のセンター付近まで੺でຒめਚくされました。応援ステー
ジ前のブラスバンド周りには、ླ ࣛ製作所で生産する/-0/E
や/-B09などのバルーンが現れ、スタンドを動きճって応援੮
のテンションを高めました。

2万人規模で歌う応援歌
　応援ஂコンクールのパフΥーマンスを見せる5ճ終ྃ後、東
京ドームのメインスコアボードに)POEBླࣛの「第一応援Վ」
が映し出されました。約2万人の応援ஂは全員が立ち、ブラスバ
ンドのԋ૗に合わせて大合এ。地域と会社、選手と応援੮のஂ
݁を見せてくれました。

チェッカーフラッグと「すずきゃん」が登壇
　中൫の応援ステージに、チェッカーフラッグを持っ
たチアリーダーがొஃしました。サーキットを持つ街
にふさわしいԋ出で応援੮をリードし、打線の「あと
1本」に期待しました。)POEBླࣛのキャラクター

「すずきΌん」（目がླのܗをしたࣛ）も一ॹにགྷ
り、応援しました。

JR東日本(東京都代表) 8－4 Honda鈴鹿
　+R東日本に1、3ճに計7఺を先行され、ۤ しい展開でした。
4఺を取りฦしましたがその後チャンスに適時打が出ず、10࢒
ྥと打線がܾめ手にܽきました。2年࿈続の初戦ഊୀという݁
果になりました。

Honda熊本が初戦に臨む8月31日
本地਒によ۽本製作所は、7月28日に発生したྩ࿨8年۽大௡町にあるホンダݝ本۽　
る਒度7の強い༳れによって工場にඃ害があったため、一時ૢ業をఀࢭしました。約4ि
間後の8月24日からೋ輪完成車の生産ラインが動き࢝めたところで、東京ドームには応
援ムードが広がりました。
　)POEB۽本硬式野球部は、広島ݝで開催されていた+ABA広島大会४ܾ勝のࢼ
合中に地਒の知らせを受けました。このࢼ合には勝ちましたが、地元のඃ害ঢ়گを考
ྀしてཌ日のܾ勝戦をغ権しました。選手ྈのガス供څがࢭまるなどのඃ害があり、
部の活動も一時ఀ8。ࢭ月に入ってようやく全体練習を࠶開できるঢ়ଶになったとい
います。

対戦相手チームからもエール
「がまだそうʂ۽本」。ࢼ合前、1ྥଆのٶ࡝製作所（東京都）の応援ステージには、3ྥ

ଆに向けてメッセージが届きました。「がまだそう」は「がんばろう」の۽本ห。૬手チー

ムへの思いやりとܟҙにຬちた応援を受け、エール交׵に೤が入りました。
　レフトスタンドのフェンスにԊってࡉ長く設置された電ޫܝ示板にも方言で「۽本のみ
んな、見とってはいよʂ今から元気届けるけんねʂʂ」というݝ民へのメッセージ。大௡町
だけでなく۽本ݝを代表して大会に臨Ήチームのҙ気込みがࠁまれていました。

「からいもくん」と「くまモン」登場
迫した展開でした。応援੮からは「Կとか追ۓ合は、引き離すと追いつかれるというࢼ　
加఺」のئいを込めて೤い声援が送られます。応援ステージには大௡町キャラクター「か
らいもくん」が)POEB۽本のϢχフΥームを着てొஃし、さらに۽本ݝのPRマスコット
キャラクター「くまモン」も応援に駆け付けました。

延長11回タイブレークの末、接戦を制す
合は9ճを終えて5ʵ5の同఺。Ԇ長戦に突入しました。11ճ表、10年前の2016年ࢼ　
の۽本地਒当時もプレーしていたベテランҴ֞ᠳ太選手が2఺適時打を์ち、接戦を制
しました。9月2日に行われた2ճ戦は三ඛ重工EBTUと対戦し、0ʵ5でഊれました。

▲)POEBླࣛのԠԉ੮ではੜ࢈車のバルーンが଴ػ

˝ オーϩラビジϣンにөしग़͞れた
ླࣛ市のԠԉՎ

˝ νΣッカーϑラッグをͯͬ࢖Ԡԉ੮をリードするνアリーμーΒ Ԡԉ੮にखをৼる)POEBླࣛφイン、ޙऴྃ߹ࢼ ˝
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)POEBླࣛのΩϟラΫター⾣
　「す͖ͣΌΜ」̇

がඬ͏ײுۓ、଴にあ;れظલのԠԉ੮は߹ࢼ˝

製作所のԠԉステージかΒಧけΒれたメッセージٶ࡝˝ ˝ԠԉステージでνアリーμーͱҰॹにགྷるかΒ͍も͘Μͱ ま͘Ϟン ˝ॳઓ3回かΒ2൪खͱしͯ޷౤したยࢁ༤وબख



େձձ৔のژ౎工ܳણҡେֶϐット ۝भ�νーϜのं྆༌ૹ ৽コンύクトϢニット

日産੡ϑΥーミϡラं྆

ެӹ社ஂ๏ਓ「自動車技術会」がओ催する第24回「学ੜϑΥーミュラ೔ຊେ会2026」が�݄2ʙ�೔、Ѫ஌県ࡍࠃ展示場（AJDIJ 
SLZ &YQP、Ѫ஌県ৗ׈市）で開催͞れました。େ学ɾઐ໳学ߍの学ੜたͪが「*$V（ガιリンエンジン車）」ͱ「&V（ిؾ自動車）」

の2Ϋラスに෼かれ、自作ϑΥーミュラカーで૸ߦ、ੑ ೳを͏ڝେ会。車྆のઃܭɾ製作かΒドライバーまでશͯ学ੜたͪが取Γ૊Έ、ࠓ
೥は*$VΫラスに54νーム、&VΫラスに23νームがࢀՃし、6೔ؒにΘたる໠ॵ下でのᴜ ೤ઓ がʋ܁Γ͛޿Βれました。
　学ੜたͪはຖ೥、೥ؒを௨ͯ͡車྆開ൃに当たΓます。৹ࠪでは、ࢀՃߍをベンνϟーۀاͱ૝ఆし、ίスト、ઃܭなどをධՁする「੩
త৹ࠪ」ͱ、Ճ଎ੑೳ、೩අɾి අなどを൑ఆする「動త৹ࠪ」がߦΘれます。
　ͦのᴜ バッΫステージ でʋは、自動車メーカーが࣍ੈ୅のϞビリテ࢈ィ Ճνームに対するࢀ回はࠓ、ԉし͓ͯΓࢧを୲͏学ੜたͪをۀ
֤社の ま͟͞ まなサϙート׆動に͍ͭͯ紹介します。

　ຖ年約60人の運営スタッフを೿ݣ。「ະ来のエンジχアを育成する場」とも位置付
けており、これまで300人を超える学生フΥーϛュラ出身者が入社し、エンジχアとし
て活躍しているそうです。
　トϤタはࡢ年からEVチームのサポートに取り組んでおり、今年はトϤタ名古屋自動車
大学校や京都工ܳણҡ大学にFアクスルï駆動Ϣχット）、バッテリーを提供。中部地域
の大学を中心に、設計・製作のߨ習会のほか、大学を๚໰しての溶接のߨ習会を実施、
༌送අのෛ୲が大きい北ւ道や۝भの大学に対しては車両༌送も支援しています。
　トϤタ୲当者は「学生フΥーϛュラのEVࢀ入のϋードルを下げたいとの思いもあり、
バッテリーはモジュールで、 Fアクスルは親しみやすいようパッέージにして౉してい
る」と話しています。

　ただ、それだけでは学生のࡋ量ൣғもݶられるため、来年Ҏ߱はモーター、インバー
ターは同じものを提供し、パッέージを学生たち自身が୲うことで、チームのマシンに
フィットしたFアクスルに仕立ててもらう支援も計画中。ᴜ優लなエンジχアのཛ をʋ育て
つつ、安全面、機能面でアドバイスする役割を୲っていく考えだそうです。
　学生チームとの関係については「モノだけ౉すのではなく、エンジχアが定期的にオ
ンラインなどで௚接やり取りし、設計のࠔりごとを聞いたり、アドバイスをしたりしてい
る」などと技術的指導の重要性を指ఠ。定期的なコϛュχέーションの場をつくること
で、トϤタとして充実した支援体制を੔えていると説明しています。

　車両設計・製作にඞ要となる車体やサスペンション、ૢ 安性能などの基ૅ知識を伝त
する「日産サポート࠲ߨ」、EV製作で学生のօさんのٙ໰が多い電気ճ路について実

技を交えてٛߨする「EVճ路製作࠲ߨ」、そして大会会場で生じたトラブルをਝ速に
サポートする「電気修理工๪」などをຖ年実施しています。
　新たな取り組みとして、運営に関わるメンバーにも自らのᴜ 学びの場 をʋ設けていま
す。自分たちの手で実際に学生フΥーϛュラ車両を製作することで、学生たちのࠔりご
とや要๬を深く理ղし、よりྑいサポートにつなげることを目指しています。
　今ճ、その活動の成果の第一஄として、モーター、インバーター、減速機をコンパク
トにパッέージング化し、車両への搭載のしやすさを大෯に改ળしたEV用コンパクト
Ϣχットをチームに提供できるようになりました。
　日産は「引き続き学生のօさんのૉ੖らしいクルマづくりをサポートしていきます」

（୲当者）とコメントしています。

トϤタ自ಈं

日産自ಈं

8月開催!
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　25年間、ホンダを定年ୀ৬した元社員で構成されるボランティアஂ体「マイスター
クラブ」と࿈ܞし、学生フΥーϛュラ活動を積ۃ的に支援しています。
　クラブには現ࡏ約20名がࡏ੶し、エンジン、଍ճり、車体フレーム、࣏ 具設計、溶接
技術など֤分野のエキスパートが長年ഓった経験と知識を次世代へ伝えています。
　支援内༰としては、フΥーϛュラカー製作にඞ要な࠲学࠲ߨに加え、エンジン੔備や
溶接౳の実技指導、さらに300人Ҏ上がࢀ加するモビリティリκートもて （͗ಢ໦ݝ茂
໦町）でのࢼ走会の機会提供など多ذにわたります。

　ホンダは「年間を通じて学生の挑戦を後ԡししています」と説明しており、社内プロ
ジェクトとしてEVチームへの技術支援活動も行っているそうです。

　大会৹査員や運営スタッフとして社員がࢀ加し、学生フΥーϛュラ活動を支えるととも
に、学生のアイデアや技術力に৮れながら交流を深めています。社内の学生フΥーϛュ
ラ経験者などによる技術アドバイスのほか、技術ߨ習会、合同活動ใࠂ会なども開催、
学生がものづくりをより深く学べる機会づくりに力を入れています。
　大会会場のスズキブースでは、新開発した800DDクラス2気౵エンジンのカットモデ

ルを展示し、多くの学生たちの関心を集めました。車両開発にܞわった技術者との活
発な技術ஊٛも܁り広げられ、さながら本֨的な技術ߨ習会の༷૬をఄしていました。
　サステナブル燃ྉをはじめとしたڥ؀ෛՙ低減技術と高性能の両立を実ূするス
ズキの取り組みとして、今年のླࣛ8時間଱ٱロードレースにࢀ戦したC/（カーボン
χュートラル）チャレンジ車両も展示。スタッフから「またがり体験ができますʂ」と声を
ֻけられ、「本当ですか⽐」とうれしそうな൓応もあり、学生たちの思い出づくりにも一
役ങっている༷子でした。
　スズキ୲当者は「これからも学生たちの挑戦を応援しながら、次世代のものづくりを
୲う人ࡒの育成に取り組んでいきます」と話していました。

ຊాٕݚ工ۀ

エンジンٕज़ߨशձେձのमཧ工๪

ϒースでのं྆ల࣮ٕࣔࢧԉの༷子

スズΩ
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　テストコースにر๬大学をটいて「ࢼ走会」を開催しています。࣎ լテクχカルセン
ター（࣎լཽݝԦ町）で年̎ճ（Ն・ळ）、۝भ開発センター（෱Ԭٱݝ留ถ市）で年̍ճ
実施。コースで実際に車両を走行することで、新しい՝୊の発見やマシンのௐ੔を学
生にしてもらうことがૂいです。
　࣎լテクχカルセンターでのՆのࢼ走会は2日間設定されています。ر๬学生には
隣接するダイϋツྈに॓ധでき、༦৯の際には社員との交流を図るためビンゴ大会な
ども催しているそうです。
　このほか、ダイϋツ技術者が௚接指導する「溶接ߨ習」や「安全ߨ習会」、「自動車

構造基ૅ勉強会」もそれͧれ年1ʙ2ճ行っています。
　֤छ支援活動には、関੢地 （۠中国地方含Ή）や۝भ地۠の֤大学から学生が集まっ
ており、ダイϋツは「多くの学生にࢀ加していただき、ຖ年޷ධを得ています」（୲当者）
と話しています。

　第1ճ大会からຖ年్੾れることなく大会運営スタッフを೿ݣ。現ࡏではグループ֤
社からもࢀ加し、いすʎグループとして学生たちの挑戦に向き合っています。
　大会にはຖ年、それͧれの専໳性を持つ約20人の社員がスタッフとして෯広い役割
を୲っています。大੾にしている考えはᴜ 学生が主役 。ʋスタッフからは「ۓ張した表情で

৹査に臨んでいた学生が৹査後のフィードバックの際にসإを見せてくれることが大
きなتびです」との声が聞かれます。
　঎用車メーカーならではの取り組みが大型ޫ؍バス「ガーラ」を活用したᴜ ආॵバ
ス でʋす。コース࿬にྫྷ๪をޮかせた車両を設置し、学生や٬؍、大会スタッフら୭で
もར用できるᴜ クーリングシェルター とʋして開์。バス車内では、いすʎ社員がർれて
຾ってしまった学生をそっと見守ることもあれば、「自動車業界って楽しいですかʁ」と
૬ஊを受けることもあるそうです。
　いすʎは「これからも学生フΥーϛュラへの取り組みを通じて、次世代のモビリティ
を୲う学生たちと向き合い、ともに学びながら、ະ来を創っていきます」と強ௐして
います。

μイϋπ工ۀ

い͢ʎ自ಈं

ձ৔にஔかΕたආॵόス༹઀ߨशの༷子

େձでࢦಋ͢るٕज़ऀࢼ走ձでのه೦ࡱӨ
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　「学生自らが企画・設計・製作した車両でものづくりの力を競う大会」として、個別
チームへの支援ではなく、大会全体を支える活動に継続して取り組んでいます。その
一؀として、「ドライビングߨ習会」をຖ年開催。今年は3月にマツダのテストコース・ඒ
ೠ自動車ࢼ験場（山口ݝඒೠ市）で行い、今ճ大会にエントリーした6大学12人の学
生が受ߨしました。
ԋに加え、「ローߨ習会では、マツダのレース活動や঎品開発への理ղを深めるߨ　
ドスター」を用いた運転技能܇練を実施。オーバル走行、8のࣈ走行、ジムカーナ、
サーキット走行などを通じて、速く安全に走るための基ૅと、車両特性を把握すること
の重要性を体感してもらいました。走行データを活用した指導も行い、学生が大会での
走りだけでなく、今後の車づくりにも生かせるᴜ 学びの場 とʋしています。

　第1ճ大会から協ࢍを続け、学生たちの「ものづくり」への挑戦を支援しています。社
内ԣ断組৫である「学生フΥーϛュラ支援タスク」を中心に、エンジンや周辺部品の支
援、技術アドバイス、安全指導を行うほか、強度・車体・エンジンに関するオンラインߨ習
会や、学生を本社にটいたエンジン分ղ・組み立てߨ習会など、実ફ的なᴜ 学びの場 をʋ
提供。
　またエンジンクラスだけでなくEVクラスへの挑戦を後ԡしするため、モーターやモー
ターコントローラーのି与など、電動車両向けの支援も行っています。
　支援組৫は部໳ԣ断で約50人のメンバーで構成されており、エンジン・モーター支援
校ごとに学生フΥーϛュラ経験者のए手社員が૭口となり、学生に寄りఴった支援を実
施。こうした活動は学生の成長だけでなく、支援する社員自身の人ࡒ育成や部໳を超え

たネットワークܗ成にもつながっています。
　Ϡマϋ発動機は「今後も、ະ来のエンジχア育成とモビリティ産業の発展に貢献し
ていきます」（୲当者）と話しています。

　今年の学生フΥーϛュラは、ICVクラスで、同ࢤ社大学がࡢ年の総合2位からॱ位を
上げ、初の総合優勝を果たした一方、5࿈೼をかけた京都工ܳણҡ大学は੯しくも2位
に終わりました。EVクラスでは、名古屋大学が4࿈೼をୡ成、9ճ目の総合優勝を成し
਱げました。

マπμ ヤマϋൃಈػ

·とめ

スタッϑによるं྆֬ೝߨԋの༷子

ઍ༿େֶ΁の*$Vࢧԉ

ϩードスターなどମࢼݧ৐
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あの背中を追いかけて
　2025年、学生として最後のՆٳみ。๻はೋि間分のՙ物を積んだ૬๮とともに、༮いࠒからಌれていた北ւ道を走っていた。
　どこまでも続く௚線、ڹくエンジンԻ。ເ見ていたܠ৭の中を走るほど、学生最後のՆがա͗ていくことをҙ識した。ཱྀ の高༲
感の中に、どこかऐしさもあった。

　ཱྀの్中、国道238߸線の果てしない一本道を走っていたとき、対向車線から一୆のバイクがやってきた。
　そのリアシートには、親のഎ中にしがみつく子どもが乗っていた。こちらに気づくと、ຬ面のসみを浮かべ、大きく右手を振って
くれた。思わずϔルメットの中で๹が؇み、ෛけじと全力で手を振りฦした。

　すれ違ったॠ間、北のྫྷたい風を受けながら、ڳの奥が೤くなった。その小さなഎ中に、かつての自分の࢟が重なっていた。あ
のࠒの๻にとって、バイクはಌれの存ࡏであり、ഉ気Իは世界で一番ワクワクするԻ楽だった。

　子どものࠒは、しがみついて見上
げることしかできなかった大きなഎ中
を、今は同じライダーとして追いかけ
ている。いつの間にか、自分もϋンド
ルを握るଆになったのだと、北の大地
でふと実感した。
　自分の଍で立ち、自らのҙࢤでこ
の道を走っている。そのୡ成感の一
方で、もうೋ度とあのࠒには໭れない
という੾なさも覚えた。

　ϛラーӽしに遠ざかる親子のഎ中
を見送りながら、ເ見た場所にたどり
着いたتびをڳに、アクセルをぐっと
開けた。

　いつだって、あのࠒの७ਮなಌれ
が、๻のݪ動力になっている。

ï,õ)õð
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安全すてきなカーライフ安全すてきなカーライフ

パワーウィンドウの操作は

顔や手を出していないか安全確認！
子どもが窓から

子どもには

パワーウィンドウのスイッチをいたずらできないよう

チャイルドシートを正しく使用！

「ロック機能」をオン！

パワーウィンドウに指や身体の一部を挟まれるケースがあります。「うっかり事故」防止
のため、パワーウィンドウの操作時は以下の点に注意しましょう。

チャイルドシートで守る
子どもの未来　
チャイルドシートで守る
子どもの未来　

国際交通安全学会
（IATSS）の啓発　
国際交通安全学会
（IATSS）の啓発　

国民生活センターの啓発国民生活センターの啓発

国土交通省の啓発国土交通省の啓発

大人が安全を確かめてから

https://www.jama.or.jp/operation/safety/child_seat2023/index.html
https://www.iatss.or.jp/entry_img/IATSS_A4_flyer_web.pdf
https://www.kokusen.go.jp/pdf/n-20260701_3_lf.pdf
https://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha08_hh_005780.html


安全すてきなカーライフ安全すてきなカーライフ

大雨のときは

早めの避難を心掛けること

冠水した道路に安易に進入しないこと

冠水路で自動車が動かなくなった
場合には 早めに脱出すること

が重要です

大雨の際には、冠水のリスクがある川沿いや
立体交差のアンダーパス等の走行は避けま
しょう。自動車の構造上、車両の床面を超え
て浸水すると車両故障等により走行不能と
なってしまうおそれがあります。 
さらに水面がドアにかかると水圧で車内からド
アを開けることができなくなってしまいます。

自工会
「安全素敵なカーライフ」
自工会
「安全素敵なカーライフ」

国土交通省の啓発国土交通省の啓発 内閣府等の啓発内閣府等の啓発

冠水に注意 !!

https://www.jama.or.jp/library/carlife/15/
https://renrakuda.mlit.go.jp/renrakuda/carsafety033.html
https://renrakuda.mlit.go.jp/renrakuda/common/images/carsafety/carsafety033/carsafety033_lv5bousai.pdf


https://www.jama.or.jp/operation/truck-bus/wheel_fall_off/
http://www.jama.or.jp/truck-bus/wheel_fall_off/
https://www.jama.or.jp/operation/truck-bus/docs/Torque.compressed.pdf
http://www.jama.or.jp/truck-bus/wheel_fall_off/
https://www.jama.or.jp/operation/truck-bus/wheel_fall_off/



